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バグだらけのサ終乙女ゲームにモブ転生したら、絶倫ドＳなモフモフ殿下の攻略ルートに入りました!?
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プロローグ　爆速サ終乙女ゲームに転生しました












　リリアベルが王城で迷子になったのは、まだ幼い五歳の頃のことだった。

　商会会頭として国への貢献が認められた父が男爵に叙爵され、王妃との昼餐会に招かれた日であった。

　家族の一員として末っ子五女のリリアベルも登城を許されたのだが、初めて訪れた王城はまるで迷路のようで、気が付けば皆とはぐれていた。

　最初こそ見知った顔を探そうと懸命に歩き回ってみたのだけれど、幼児の探索能力などたかが知れている。

　どこが出口かすらもわからない広大な王城に、たった一人。

　その状況は幼いリリアベルにとって、世界にたった一人生き残ったかのような絶望をもたらした。

「こんなところで何をしている」

　どれだけの時間が経過しただろう。頭上から降ってきた声に、は、と顔を上げる。

　怪訝な顔をした男児がリリアベルを見下ろしていた。

　美しい男の子だった。艶やかな黒髪黒瞳は、よく晴れた青空と対照的な暗い色をしていたはずなのに、むしろ鮮やかにリリアベルの心を惹きつけた。

「俺の声が聞こえなかったのか。何をしていたか、と問うたのだが」

　言葉こそ厳しいものだったけれど、気遣わし気な優しい声音で問われ、緊張が緩み始めたリリアベルは恐る恐ると口を開く。

「何を、と言われても。何もしてないです」

「ここがどこか、わかっているのか」

「えっと。わかんないです」

「つまり、おまえは迷子ということか？」

「あなたは、ここがどこかわかるの？」

「質問に質問で返すな。迷子なのかどうか、と訊いている」

　リリアベルは、こくん、と頷いた。男児は無言で手を差し出した。

　この手を取って立ち上がれ、ということらしい。

　その時になってようやくリリアベルは、自身が王城庭園の低木に隠れるようにして座り込んでいたことに気がついた。眦まなじりからボロボロと零れ落ちる大粒の涙つきで。

「確か今日は、母上との謁見でハートネット男爵家が登城していたか」

　ハートネット男爵はリリアベルの父だが、それよりも、王妃陛下を「母」と呼んだ彼の身の上に、リリアベルはビックリしてしまった。

　かしこまろうにも、今さらだ。しかと男児の手を取った後だった。

「俺についてこい。……ゆっくりで構わんから」

「は、はい」

　せめて、きちんと名乗るべきだったのだろう。そして、速やかに男児から手を離さなければならなかった。でなければ、無礼討ちされても文句が言えないくらい、彼の身分は高かった。

　けれど、まるでひな鳥を包むかのようにリリアベルの手を握る彼のそれが優しくて、温かくて、どうしても声が出てくれなかった。

　いわゆる、一目惚れ、だった。

　リリアベルは五歳にして恋に落ちてしまったのだ。

　――彼の名は、エルヴィン・ブライティ。

　年齢はリリアベルより一歳年上。この国の唯一の王子である。

　そんな彼に恋をするだなんて、無謀もいいところだけれど、心の中で憧れるくらい許して欲しい。

　東から日が昇っては、「おはよう、エルヴィン様」と寝床のままで呟いて。

　西に日が暮れなずみ、月光が静寂の闇を照らす時刻に「おやすみなさい、私の王子様」と幸せな気持ちで瞼を閉じる日々だった。

　無論、彼と結ばれたいだなんて本気で思っていたわけではない。

　何と言っても、彼とリリアベルでは身分差があり過ぎる。

　爵位を与えられたとはいえ、ハートネット家は新参の身。

　古参貴族の中には、男爵位を金で買った成金風情と嘲笑する者もいた。

　リリアベル本人に至っても、これといって秀でたものを持たず、良くも悪くも平均的。

　可もなく不可もない成り上がり男爵令嬢にとって、王太子様は雲上の人だった。

　それでも、どうしてもエルヴィンへの恋心を諦められなかった。

　苦手で仕方がなかった行儀作法を頑張ったのは、公式の場に出席するエルヴィンを遠目でいいから見たかったから。

　くすんだ色味の金髪碧眼な自身の容姿を引け目に感じたことはなかったけれど、少しでも貴族令嬢らしく見えるよう、清潔を心掛けたケアを続けたのは、いつかエルヴィンと話す機会が持てた時のためだった。

　決して、お近づきになりたい、だなんて高望みの気持ちからではなく。ただ純粋に、不快に思われたくなかったのである。

　もちろん勉強だって頑張った。

　王侯貴族ご用達の全寮制中高一貫の王立学園を受験しようと決めたのは、当然ながらエルヴィンが入学した学校だったから。

　在校生の平等をモットーとする学園内でなら、身分差を乗り越えて、普通にお話する機会を持つことができるかもしれない――そう考えたのだが、家庭教師は難色を示した。

　いわく、「はっきり申し上げますが、ハートネット家のご令嬢という肩書では推薦入学が取れないかと。学力試験を突破しなければなりませんが、王立学園は超難関なのですよ」とのこと。

　要するに、死ぬほど勉強しても受かるかどうかわからないからやめておけ、という忠告だったのだが、リリアベルの一目惚れはその程度のことでは挫けない。

　猛勉強で合格を勝ち取った時は、狂喜乱舞するより先に、目頭が熱くなったものだった。

　……ただ眺めるばかりだったエルヴィンと同じ学び舎で、同じ教科書で、同じ課程で学生生活を送ることができるだなんて。

　辛いことも多かったけれど、頑張ってきて本当に良かったと感動で胸がいっぱいになった。

　――もっともっと積極的な自分に変わりたい。エルヴィンへの気持ちを肯定的に受け止められるようになりたい。

　そんなことを夢見て入学したはずだったのだけれど――。

　結果は惨敗。

　容姿端麗なエルヴィンを校舎内で見かけただけで胸が詰まってしまい、遠くから見つめるばかりで、あっけなく中等部を終えてしまった。

　今度こそはと気合を入れ直した高等部進学時は、彼と同じ生徒会執行部に入るために、入学式が終わるなり即行で庶務に立候補した。

　そうしてようやく、

「おはようございます、エルヴィン会長」

　と挨拶し、

「ああ。おはよう」

　とかすかに口角を上げて微笑を返してもらえる資格を得たわけだが、それ以上の行動は起こせないまま現在に至っている。

　そんなリリアベルだけれど、エルヴィンのどこが好きかと問われると少し困る。

　なぜなら、全部好きだったから。

　王太子然とした凛とした身のこなしも。

　神がかった容姿の美しさも。

　低いのに透き通った特徴的な声も。

　常に学年トップな頭脳明晰さを持つのに、文化祭の出し物として生徒会執行部で作ったパンケーキに失敗し、「理論上は完璧だったはずだが……なぜだ」と首を傾げる姿など愛しすぎるし。

　立て付けが悪くなっていた生徒会室の扉をエルヴィンが密かに修理したのがバレた時、「さすがですね、助かります！」「内緒でやっちゃうところがカッコいいよな」「ありがとう、エルヴィン」と口々に礼を言われ、

「これくらいのことで、大げさだな」

　と真顔で返しつつも、実は耳の後ろやうなじを薄っすら赤くするような、そこはかとなく不器用なところまで。

　エルヴィンの全てが好きすぎる。

　この恋に理由なんて要らない。優しい手でもってリリアベルを助けてくれた――それだけで十分だった。

　そんなベタ惚れ状態であればこそ、リリアベルは多くを望まなかったのだ。

　ずっと時が流れ、相応の相手と結婚をしたであろう十年後くらいに「エルヴィン様は素敵な人だったなあ」と懐かしく思い出すような、ほんのり甘い初恋話でしかなかったのである。









　……そのはずが。

　思い出の先に待っていたものは、まさに寝耳に水の出来事だった。






　まさかエルヴィン様が乙女ゲームの攻略対象だったなんて。

　しかもそのゲーム、ローンチ三ヶ月で爆速サ終してるし。

















第一章　これってバグですよね？












　今日は聖ブライティ学園高等部の入学式。

　私は息を切らして、講堂へと駆けていた。

（急がないと！　とっくに遅刻だわ！）

　新三年生初日なのに寝坊してしまった。

（緊張して眠れなかったのよね。生徒会の副会長に抜擢されるなんて思ってもみなかったから）

「はあ、はあ……やっと着いた……っ」

　講堂入り口をくぐると、受付係の教師が鬼の形相で私の名を呼んだ。

「まったく、また寝坊ですか。今日という今日は許しませんからね、○○さん！」

▼あなたの名前を決めてください。

ユウナ（デフォルトネーム）






　――ここで表示された画面上に主人公の名前を新たに入力して、【決定】を押すことから始まる乙女ゲームがあった。

〝カラフルシャイニング～ルミナリアの学徒に恋を～〟という。通称〝カラシャン学徒〟。あるいは、ただ〝ルミナリアの学徒〟とも。

　色と光をコンセプトにした初代カラシャンは売れに売れ、アニメ化や舞台化はもちろんのこと、シリーズ化やリメイクを重ね、出るたびに、これでもかと売れまくった。

　その有無を言わせぬぶっちぎりの売れ行きから、乙女ゲーム界に金字塔を打ち立てたカラシャンシリーズ初のソシャゲ版としてリリースされたのが、全寮制の学園を舞台にしたルミナリアの学徒である。

　シリーズ初のＲ18ゲームという話題性もあり、告知からたった一時間で事前登録者の目標人数を達成したまでは順風満帆だったのだ。

　……結論から言うと、相次ぐシステムトラブルが原因で、わずか三ヶ月でサービス終了してしまったのだが――






『ログインしました！』






　というデジタル音声がいきなり頭の中に響いたことで、リリアベルは自身がいわゆるモブ転生していたことを悟った。

　聖ブライティ学園入学式中の出来事だ。

　講堂ステージ上には、五人のイケメンがズラリと並んでいる。

　国宝級のキラキラしい美貌が惜しみなく振りまかれる光景には、見覚えがあった。

「新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんの入学を心から歓迎します」

　広い講堂に、艶のある低い声が響く。

　声だけで、その持ち主のイケメンぶりがわかってしまう極上ボイス。

　生徒代表としてマイクの前に立っていたのは、ブライティ王国の王太子にして生徒会長でもあるエルヴィン・ブライティだ。
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　さすが色と光がコンセプトのカラシャンだけあって、オープニングムービーそのままの光景は神々しくさえある。比喩抜きに光量が凄まじくて、まともに目を開けていられないほどだ。

（……まさかエルヴィン様がゲームの世界の人だったなんて……！）

　ありきたりな色味を持つリリアベルは、まさにモブのお手本のような容姿をしていたわけだが、攻略対象だったエルヴィンはもちろん違う。

　壇上の超絶美形――エルヴィンの担当カラーは、黒。

　髪も瞳も黒色という設定だが、吸い込まれてしまいそうなほど深みのある漆黒は、最高級の絹地のようにしっとりとした光沢を放っている。

（乙女ゲーム転生なんて、本当にある話だったんだ）

　走馬灯のように、前世の記憶の欠片が頭の中をぐるぐると駆け巡る。

　そのうち思い出したのは、ルミナリアの学徒におけるバッドエンドスチル。

『いやあ、やめてええええ！』

『ふははは、やめてやれねえなあ。お嬢さんたちは全員、俺たち盗賊団の戦利品なんだからよう』

『そ、そんなあ……っ』

『おら、逃げんな！』

『きゃああっ、いや、やあんンっ！　ああっ！』

『うへへ、いい体してんじゃねえか。散々突っ込んで、ひいひい言わせてやんよ！』

　さらわれた少女たちは悪党の慰み者となり、残虐非道の限りを尽くされる。

　飛び散る鮮血、生きながらにしてバラバラにされた四肢。

　泣き濡れる乙女たちは苦悶に満ちた表情のまま胴体から首を切り離され、地べたに打ち捨てられて――そんな血みどろの画面に刻まれる、〝ＴＨＥ ＥＮＤ〟の飾り文字。

　盗賊団の戦利品とされた少女たちは、生徒会執行部の女子メンバーだ。

　プレイヤーとしてルミナリアの学徒で遊んでいた当時は、「ムービーもスチルもエグすぎ！」と、どうにか胸糞悪くなるだけで済ませられたワンシーンだったが、覚醒した身で思い返してみれば、残虐スチルの中にリリアベルが写り込んでいたではないか。

　ヒロインであるユウナのバッドエンドに巻き込まれる形で、リリアベルも盗賊団にさらわれてしまったのだろう。

　泥水を啜るように地面に転がされた、切断された頭部としての登場だった。

　ちなみにリリアベルの登場シーンは、それだけ。モブにしても残念設定すぎて泣けてくる。

　一筋の光明があるとしたら、プロローグ時点で覚醒できたことか。

【甘く淫らな恋を、君にあげる】

　そんな煽り文句がつけられたルミナリアの学徒は、新三年生となったヒロインが生徒会副会長に任命された入学式から卒業するまでの一年間の物語である。

　攻略対象であるヒーローは全部で五名。

　そのうち一人を選択し、ゲームを進めていくという、典型的な構成だ。

　ストーリー展開の軸となるのは、彼らをそれぞれに悩ませる〝呪い〟にある。

　攻略対象たちの呪いは、ヒロインと性的接触を図ることで緩和できるのだが、あくまで限定的なもの。

　完全に呪いを解く方法はないか模索する中で、ヒロインは聖女覚醒に至る。

　聖女の力を得たヒロインは、数々の困難をヒーローとともに乗り越えながら愛を深めていき、ハッピーエンドの卒業式を迎える――そんな内容である。

　本当に素晴らしいシナリオだった。

　随所に挿入されるムービーやスチルだって文句なしに美麗なものだった。バッドエンドスチルでさえ、頭部が転がる凄惨な絵面だったけれど、イラストそのものは溜息ものに美しかったのだ。

　――システムトラブルさえなかったら、の話だが。

　サービス開始に合わせて、まずは三人のキャラと、そのメインストーリーが解放されたのだが、シナリオとは全く関係ないところでルミナリアの学徒は躓いた。

　ルミナリアの学徒はサービス開始初日から、大規模なシステムトラブルに見舞われた。

　相次ぐクレームに、追いつかないリカバリー。

　一つの不具合を解消すれば、新たに障害が発生する。

　そんなことが延々と繰り返される中、サービス開始から二ヶ月目に入ったところで、とうとうサ終発表と相成った。

　心残りは、容姿がドストライクだったエルヴィンが後続配信予定のヒーローだったため、攻略できなかったことか。

　というか、ぼちぼちバグがあるゲームだったと記憶している。

　二十秒選択肢を放置したら強制終了してプロローグからやり直し、とか。

　タップする場所をしくじると、その場にいないはずのキャラのセリフが流れるとか。

　プレイ環境によっては、ストーリー進行に必要なアイテムが購入できないことがある――などという悪質極まりないものまであった。

　あのバグたちは結局どうなったのだろう。大半が放置されたままサ終を迎えていたはずだが。

（シナリオ部分に致命的なバグはなかったみたいだけど）

　実は、ルミナリアの学徒はサ終が発表されると同時に、配信済みだった三キャラのみだが完全解放がなされている。記録的爆速撤退のせめてもの償いとして、シナリオを無制限でプレイしてもらおうという運営の計らいだった。

　当然リリアベルも周回プレイ済みだったが、それによって判明したのは、ルミナリアの学徒が究極的にヌルゲーだったことである。

　ヌルゲーとは〝温いゲーム〟の略で、極端に攻略難易度が低いゲームを指す。

　すなわちルミナリアの学徒においては、ヒロインがシナリオ上の全てのイベントに参加しさえすればバッドエンドを迎えない、という超絶イージーモード仕様だったのだ。

　ルミナリアの学徒には三つのエンドが用意されていた。

　ハッピーエンドとバッドエンドの他には〝ノーマルエンド〟が存在した。

　別名〝お友達エンド〟と呼ばれ、その名の通り「俺たち、いい友達でいよう」と告げられてラストを迎えるのだが、エンド分岐は〝親密度〟によって判定される。

　親密度が一定以上であればハッピーエンドに、低くなるほどノーマルエンドかバッドエンドに分岐していくという単純明快なシステムである。

　親密度は単純な加点方式。イベントに参加していくことで加点される仕組みだった。

（要するに、ユウナが学園イベントに欠席しなければハッピーエンドになるのよね）

　まさにヌルゲー。

　まだ二年生のリリアベルでも、学園イベントが中止にならないよう庶務の仕事に勤しむことで、ユウナのバッドエンド回避に貢献できそうだ。

（まずは、ユウナが誰を選択するかチェックしておかないと）

　ゲームでは、入学式後に初めて話しかけたキャラが攻略対象の判定を受ける。

　シナリオ通りであれば、入学式に遅刻したユウナは新副会長としての役割を果たすために、大急ぎで出入口通路に向かっているはずだ。

　入学式が終了すると、壇上から繋がるその通路に三人のキャラが降りてきて、






▼誰に「お疲れ様」と声を掛けますか？






　という選択肢が表示されていたのだ。

（シナリオが未解放だったキャラを選択することもあるのかな？）

　そんな心配がよぎるが、臨機応変に対応していくしかない。ヌルゲーのままであることを祈るのみだ。

「それでは皆さん。素晴らしい学園生活をともに楽しんでいきましょう」

　タイミングを読んだかのように、凛々しい笑顔でエルヴィンが結びの言葉を述べた。

　プロローグそのままの華麗な光景に、溜息しか出てこないけれど、自分がモブだと思い出してしまった今となっては心中が複雑だ。

（エルヴィン様とは絶対に結ばれることがないって確定したようなものだものね）

　ヒロインの物語における脇役――それがモブだ。

　もしユウナがエルヴィン攻略ルートに進んだら、モブとして彼らを応援していくことになる。それが自分に与えられた役割なのだろうが、現在進行形で長い初恋を続けている身としては、上手く立ち回れる自信がない。

（……そっか。私はモブだったんだ……）

　しんみりしてしまうが、バッドエンドスチルが頭をよぎった瞬間、リリアベルは我に返った。

　感傷に浸っている場合ではない。

　頭部切断の役回りなど、断固としてお断りだ。

（ユウナのハピエンクリアを手伝わないと！）

　壇上のエルヴィンを眺めていたいところだが、体調不良を装い、こっそりと講堂から抜け出す。

　出入口通路に繋がる講堂裏口へと向かう途中、何かが聞こえた気がして、リリアベルは足を止めた。

（動物の鳴き声だったような……？）

　音がした方向に目を向ける。

　花壇脇の低木の陰に、何かが隠れているようだ。目を凝らすと、血のようなものを滲ませる前脚が茂みからはみ出しているのが見えた。

「どうしたの、こんなところで。怪我してるじゃない、大丈夫？」

　とっさに駆け寄り、茂みに身を潜めていた物体を抱き上げる。

　真っ白い豊かな長毛に覆われたそれは、ペルシャ猫だった。

　前世における子どもの頃、リリアベルはペルシャ猫を飼っていたので間違いない。飼い猫より顔立ちがシュッとした美形だったけれど、羽箒みたいに太くてフサフサの尻尾や、まん丸な手の先が懐かしくて、胸がきゅんとしてしまう。

「うわ……結構ざっくり切ってるみたい」

　血を滲ませる前脚をそっと持ち上げてみると、肉球を負傷しているようだ。怪我したばかりなのか、血が滴っていた。

「うにゃあ」

「お願いだから暴れないで。ちょっと傷口を見るだけだから」

「にゃにゃあ」

　猫は嫌がるそぶりを見せたが、それも最初だけ。

　リリアベルが純粋に心配しているのだと伝わったらしく、徐々に身を委ねてくれた。

（猫連れで攻略対象の出待ちをするのは難しいだろうし）

　プロローグ場面に立ち会ったほうがいいと、わかってはいるけれど。

（見てしまった以上、放置できないよね）

　迷いを振り切るように、一度だけ浅く息を吐く。

「すぐに手当てしてあげるよ。もう少しだけ我慢していてね」

　リリアベルはペルシャ猫を胸に抱いたまま、保健室へ向かうことにした。






　　　　　＊






「え？〝ネコ〟の治療をしに来たの？」

　保健室でリリアベルを出迎えたのは、生徒会顧問でもある教師アーサーだった。

　教師陣の一人として、入学式では壇上にいたアーサーだったが、ここにいるということは、リリアベルと同じく途中退席したのだろう。

（前世の記憶を取り戻した今なら、アーサー先生の髪色が不自然なものだったってわかるんだけど）

　不審そうに眉間を寄せるアーサーの髪色は、紫。

　搾りたての絵具みたいに瑞々しい色味をした紫髪なんて、攻略対象でもなければ持ちえない特別なものだ。

　――もちろん、アーサーは攻略対象だった。ただし、エルヴィンと同じく未配信キャラとしてだが。

「どうしてアーサー先生が保健室にいるんですか。さっきまで壇上にいましたよね」

「ちょっと貧血でね。ほら僕ってか弱そうに見えるでしょう？――っていうのはもちろん嘘なんだけどね」

「まさか、先生のくせにサボりだったりして」

「ちょっとした休憩と言って欲しいんだけどなあ。それにしても、間抜けな顔をしたモフモフだよねえ？」

「意地悪言わないでください。間抜けな顔なんかしてませんし」

「間抜け顔じゃなければ、アホ面かな。それはともかくとして、この獣は〝ネコ〟っていう名前なの？」

　リリアベルの腕に抱かれた猫をまじまじと見つめる、アーサーの物珍しそうな視線に、「あ」と思い当たるものがあった。

　――リリアベルが生きてきたこのルミナリアの学徒の世界には、猫という生き物がそもそもいないのだった。

　犬はいるのだが、どうしてか猫は存在しない。

　突如あふれ出した膨大な記憶が整理しきれていないのか、すっかり失念していたリリアベルは、改めて腕の中の猫に視線を落とす。

「――……未配信ストーリーに登場する予定の猫だったのかな……」

「ストーリーって、何のことかな」

「えっ！　あ、えーっと。何でもありません。独り言でした、はい！」

「そっか、残念だなあ。リリアベルさんみたいに可愛い女の子の治療なら喜んで引き受けたんだけどね～」

　ふふ、と無邪気に笑うアーサーの担当教科は、生物学。

　大人キャラとして様々な場面で頼りにされる役割を担っていたのだが、つかみどころのない性格など、まさに紫色が持つ妖艶なイメージがぴったりだ。

（入学してからずっと、アーサー先生が苦手だったけど、改めて納得だわ）

　開示済みキャラ情報によるアーサーのキャッチコピーは、〝僕の専門は女体学だから。覚悟してね？〟だった。

　女体学とか正直ちょっと気持ち悪いし、お色気担当キャラが苦手だった前世のリリアベルとしては、潜在意識的にアーサーを受け入れ難い存在として認識していたのかもしれない。

「それにしても信じられないくらい間抜けなモフモフだねえ。慣れた校内で怪我をするなんてさ。それとも、怪我をするほど急ぐ理由でもあったのかな？」

　意味深に、そして意地悪そうな微笑を浮かべるアーサーに敵対するように、猫が尻尾を逆立てて「フーッ」と威嚇した。

「慣れた校内って……アーサー先生は、この子をご存じだったんですか」

「ふふ、どうだったかなあ。教えてあげてもいいけど、僕の情報料は安くないよ」

「情報料？　ちなみにいくらですか」

「キス一回ってところかな。もちろん、大人な感じのねっちょりしたキスだからね」

　さすが女体学専門と自称するだけある。ゾゾゾッ、と鳥肌が立ってくるけれど、極端なキャラクターの濃さこそが乙女ゲームの真髄と言われればそれまでだ。

　ゲーム上だったら、






▼アーサーに情報料を払いますか？

　◇Ｙｅｓ

　◇Ｎｏ






　という選択肢が出そうな場面だ。

　モブなリリアベルだが、ねっちょりは嫌すぎる。もちろん選択は【Ｎｏ】である。

「間に合ってます、ごめんなさい！」

「残念だな。じゃあ消毒薬とかはあの棚に入っているから、適当に使ってね」

「保健の先生に許可を頂かないと」

「僕が後で報告しておくから大丈夫。保健の先生は新入生の健診にかかりきりになる予定でね、保健室には戻らないはずだよ。じゃあ、そういうわけだから。またね～」

　ニッコリ笑顔でアーサーはヒラヒラと手を振りながら、保健室から出て行った。

　ゲームの中とはいえ、前世でも出会っていたからか、お気楽そうな口調にどこか懐かしさを感じながら、猫に視線を戻す。

（この子は、アーサールートで登場する猫だったのかな）

　攻略対象と絡みのある猫なら、人間の言葉が通じるかもしれない。

「消毒の前に傷口を水で洗ってもいい？　できるだけしみないように気を付けるから。ね？」

　とりあえず治療を済ませようと、棚からタオルを取り出そうとした時だった。

　リリアベルの腕の中で、猫が背伸びをする。

　ぐっと背筋を伸ばして、ちゅ、とリリアベルの唇に自身のそれを重ねてきた。

「――――――――……ええええっ？」

　まさに、瞬く間の出来事だった。

　腕の中にいたはずの白猫が、制服姿の人間に姿を変える。

（嘘でしょ！　どうしてエルヴィン様が!?）

　リリアベルはちょっとした呼吸困難に陥った。

　消失した猫の代わりに出現したのは、リリアベルの初恋の人――もとい、つい先ほどまで壇上にいたはずの生徒会長エルヴィンだった。

「いきなりの粗相ですまない。だが、協力してもらって助かった」

　エルヴィンは深いため息を吐いてから、リリアベルに向き直る。

「見られた以上は仕方ない。どうか、これから俺が打ち明ける話は内密にしてくれるか」

「は、はい。よくわかりませんが、わかりましたっ」

　自分がテンパっている自覚はある。

　なぜエルヴィンがペルシャ猫の姿をしていたかより、彼とキスしてしまったことに興奮してしまった自分がかなり恥ずかしいけれど、それも当然のこと。

　ずっと好きだった人とキスしてしまったのだ。挨拶程度の仲でしかなかった相手だったのに！

「実は俺は、獣化の呪いに掛かっているんだ」

　まだ目を白黒させているリリアベルを落ち着かせるように、エルヴィンは「コホン」と、ひとつ咳払いをしてみせた。

　なるほど、そういうことか！　と脳内で一致するものがあった。

　――ヒーローを呪いから救う、聖女のヒロイン。

　――この世界に存在しない猫を見たにもかかわらず、訳知り顔をしていたアーサー。

　未配信キャラ、エルヴィンの呪いは〝猫化〟だったのだろう。

　配信済みだったストーリー内では、未配信キャラは「呪われている」という文言のみで、その内容にまで触れられていなかったため、リリアベルはエルヴィンの呪いについて知らなかったのだ。

　呪いを解くには女性とキスする必要がある――そんな呪いだったため、エルヴィンは人間に戻れたに違いない。生物学が専門のアーサーは、何らかの事情を知っていたものと思われる。

「突然おかしなことを言ってすまんな、リリアベル」

「えっ！　私の名前をご存じだったんですか！」

「当然だ。二年生の庶務だろう？」

「あはは。まあ、そうですね……ですよねえ」

「なぜガッカリした顔をする」

「そんなことはありません、エルヴィン会長の気のせいですっ」

　末端庶務の名前くらいは覚えてくれていたようだ。

　王城での初めての出会いを覚えていてくれたのかも――なんて、ぬか喜びしてしまった自分がやっぱり恥ずかしいけれど、当初の目的を思い出して話題を変える。

「つかぬことを聞きますが、入学式の壇上辺りでユウナ先輩を見かけませんでしたか」

「ユウナ？」

「先月転校したソフィア先輩に代わって、新副会長に抜擢されたユウナ先輩です」

「無論知っている。彼女なら出入口通路にいたぞ」

「本当ですか！」

「ユウナのピンク髪は目立つからな、見間違いということもあるまい」

「何かユウナ先輩とお話ししたりしていませんか。エルヴィン会長でなくても、他の誰かと話をしていませんでしたか」

　食い気味の問いに、エルヴィンは記憶を探るように宙に視線を泳がせるも、すぐに首を横に振った。

「いや、知らん。会長挨拶が終わると同時に、獣化の呪いが発動してしまったものだからな」

　エルヴィンが言うには、猫化の予兆に見舞われて大慌てで講堂を抜け出たものの、人気のない場所に急いだ勢いで、地面に落ちていたガラスの破片を踏み抜いてしまったのだそう。

　なるほど、壇上から降りてくる配信済みキャラにエルヴィンが含まれていなかったのは、そういうわけだったらしい。

　プロローグの選択肢を変更することで、後続キャラだったアーサーと同時配信する計画だったのかもしれない。

　例えば、






▼誰に「お疲れ様」と声を掛けますか？






　の質問に対し、






〝◇全員無視する〟






　といった選択肢を新たに加えることで、講堂を出るストーリー分岐が可能になる。

　この場合ヒロインは、保健室か裏口かどちらかに向かい直すことになっていたのだろう。その上で、アーサーやエルヴィンと最初に会話するシナリオが用意されていたはずだった。

（変身した影響なのかな。手の傷は治ってるみたい）

　本来の姿に戻れば、獣化した時の怪我は、なかったことになるのかもしれない。エルヴィンの手を見やると、猫化していた時の怪我は、血糊ごと消え去っていた。

「とにかく、怪我が治ったみたいで良かったです」

「元々、大したことのない傷だったがな」

「それにしても、猫……モフモフ化の呪いだなんて大変そうですね」

「呪いなど、おまえは本気で信じてくれるのか？」

　前世でみんなのシナリオを周回プレイしていたから知っていた、とは、さすがに言えない。

　言ったところで逆に信じてもらえないだろうし、ここは話を合わせておくことにする。

「うーん。信じるも何も、目の前で変身されちゃってますし」

　キスを交わしたとはいえ、エルヴィンにとってのリリアベルは、ただの後輩だ。

　そんな相手に話していいものか、彼は迷ったのかもしれない。一呼吸置いてから、猫化の呪いについて語り始める。

「――話せば長くなるのだが……――」

　ブライティ王国の王家には、百年に一度、呪いを持つ男児が生まれる言い伝えがあった。

　王国を建国した始祖なる人物が、大地を巣食う悪魔を討伐したのが、その始まりとされている。

　悪魔は死に際に、始祖と同性の男子にのみ継承される呪いを残していった。

　国の象徴であり、その政を担う王族が呪われているなど、あってはならない話だ。

　長らく大ごとにされなかったのは、呪いがささやかな形でしか発現してこなかったためである。

「王家の呪いというが、些細なものばかりだったんだ」

　エルヴィンは遠い目で語る。

「必ず毎週月曜日に、チェストの角に足の小指をぶつけてしまう呪いや、必ず百回に一度、家庭教師を〝お母さん〟と誤って呼んでしまう呪いなどが発現していたらしい」

「でもそれ、痛いし恥ずかしいですよね。些細なものでしょうか」

「獣化の呪いに比べれば、激痛も恥辱も無視できる矮小なものだ」

　吐き捨てるような口調でエルヴィンは続ける。

「残念ながら俺の場合、獣化の呪いとして発現してしまった。獣とは、始祖が討伐した悪魔のことだ。それと同じ姿に変化する呪いなど――醜悪なだけだ」

　始祖が討伐した悪魔の姿は、リリアベルも絵本などで見たことがある。

（あれが猫とか、本当に？　猫要素が全然どこにもないよね）

　絵本の中の〝獣〟は、明らかに怪物の姿をしていた。戦隊モノに登場する大型怪獣が最も似ているかもしれない。

　およそ猫には見えないが、エルヴィンによると、一般に出回っている悪魔の姿は大いにデフォルメされたものなのだそう。王家に残る建国絵巻に描かれた獣は、まさに〝猫〟の姿をしているとのことで、この世界ではとことん忌み嫌われる設定のようだ。

「俺が初めて獣化したのは、まだ五歳の頃だった。家族は皆、俺から目を逸らした。始祖の宿敵と同じ姿になったのだからな。恐怖して当然だ」

　すぐさま王家が懇意にする魔術師が呼ばれ、解呪の秘薬が授けられたことで難を逃れたように見えたが、エルヴィンに宿った王家の呪いとは、五歳を迎えて以降必ず四十八時間に一度獣化するというものだった。

　災難だったのは、この秘薬には予防効果がなかったことにある。

　四十八時間おきに秘薬を服せば呪いの発動が避けられるわけではなく、あくまで、獣化のタイミングで服さねばならなかった。つまり、秘薬をもってしてもコントロール不可能ということだ。

「獣化した俺を人目に触れさせないために、檻のような部屋に閉じ込められた時期もあった」

「檻だなんて酷い。獣化……モフモフ化したからって、意志疎通ができなくなるわけじゃなかったんですよね？」

「もちろんだ。今も昔も、獣化しても自我を保つことができている」

「だったら監禁なんて無意味じゃないですか。無実の王太子殿下を檻に入れるだなんて、どんな理由があっても許されないことですよ」

「俺が檻に入っているだけで安心する人がいると思えば仕方がないことだ」

「だからって……」

　食い下がるけれど、「もう終わった話だ」とエルヴィンは軽く頭を振った。

「獣化の気配を完全に察知して、秘薬を服すのが間に合うようになった十歳の頃には、王太子としての仕事に戻ることを許された。それまでは、侍従の目を盗んで王城庭園まで散歩することだけが楽しみだったんだ」

　頭の隅を掠める声があった。

　――『こんなところで何をしている』

　、と。

　侍従の目を盗んだとエルヴィンは言うが、王城の要職にある彼らのそれは節穴ではない。

　突然獣化したとしても、王城庭園内なら誰にも迷惑をかけずに対応できると踏んで、こっそり抜け出していただろう幼い王太子の健気さに心を打たれていたに違いない。

（あの日のことも、きっとそう）

　物陰から見守っていたはずの彼らは、王太子と接触した幼女を速やかに引き離さねばならなかった。しかし幼い男児と女児が手と手を取り合う微笑ましい光景を前に、見逃すしかなかったのだ。

　なんて不憫な、そして理不尽な話だろう。

　しかし獣化の呪いにまつわる不条理は、それだけにとどまらなかった。

「魔術師は最初から警告していたのだ。いつか必ず、秘薬が効かなくなる時がやってくると」

「薬が効かなくなる？　具体的にはどうなるんですか？」

「言葉の通りだ。どれだけ秘薬を服したところで、人間には戻れないということだな」

「それが今日だったんですね」

「そういうことだ。しかし魔術師は、異性との接吻でも秘薬代わりになるとも言っていた。侍女頭の協力を得た実験で接吻の効果は証明されていたが、だがしかし、入学式中にそんな破廉恥な行為は許されない」

「破廉恥というか、公衆の面前でスケベは駄目ですね」

　そうだな、とエルヴィンは頷く。

「入学式で挨拶を終えた俺は、獣化の気配を察知して、即刻その場を離れた。急いだ甲斐があって、獣化の過程は誰にも目撃されなかったが――……秘薬を服しても効かなくなっていたことに気づいてな。助けを請うために急遽王城に戻ろうとしたのだが、獣の姿のまま外を出歩いたのも初めてだった。四足歩行の道理がわからず怪我をして動けなくなっていたところをリリアベルが助けてくれたというわけだ」

　そういう話であったなら、会長職なんて多忙な職務を避ければよかろうと思ってしまうところだが、王太子は学園の会長職に就く伝統がある。

　だったらせめて、接吻可能な協力者を校内に用意しておくべきだと思うのだが――

（エルヴィン様が拒否したのかもしれない。獣相手では相手女性が可哀そうだろう、とか言いそうだし）

　まだ秘薬が使えるという驕りもあったに違いない。

（だからって、エルヴィン様を責められないよね）

　エルヴィンはゲームの攻略対象だ。

　これがゲームの世界だと思い出してしまったリリアベルは、ゲームストーリーがトラブルあってこそ成立するものだという絶対的な前提条件を知っている。対応策の甘さまでエルヴィンのせいにはできないだろう。

「私なんかが言っていいことかわかりませんけど。これからどうされるんですか。もう秘薬が使えないとなると、会長職を続けるのは難しいような気がします」

「リリアベルの言う通りだ」

「それじゃあ……」

「それに関する話をする前に、おまえに頼みたいことがある」

　かぶせ気味に会話を遮ると、エルヴィンは真っ直ぐな視線をリリアベルに向けた。

（なんだろう。なんだかすごく嫌な予感がする）

　エルヴィンはＲ18ゲームの攻略対象だった人物だ。

　そんな彼からの依頼など、一つしかあり得ない。

「実は、獣化の呪いは厳密に言うと、接吻だけでは解決しないのだ」

「お話の途中みたいですが、もう入学式も終わったでしょうし。ホームルームがありますから、教室に戻りますね」

　くるりと踵を返す。

　すかさず手首を掴まれ、ぐいと力任せに引っ張られた。

「きゃ……！」

　エルヴィンに手を引かれるまま、リリアベルはドサリと保健室のベッドに押し倒される。

「接吻の効果は一時間で切れてしまう。その間に性交をしなければ、再び獣化してしまうんだ」

「つまり、それって……っ」

「モフモフを助けた責任をとってもらおうか」

　エルヴィンは、ふ、と一度だけ小さく息を吐くと、次の瞬間にはほとんど強引に唇を重ねてきた。

「んんっ……ふ、う……んンっ！」

　首を振って抗うけれど、真上から押しつけられたエルヴィンの唇が追いかけてくる。

　その間も両手首をそれぞれ捕えられ、絶対に逃がさないという強い意思を伝えるかのように、強固にシーツに縫いつけられてしまった。

「や……っ！　だ、駄目です。生徒会長が無理矢理なんて、絶対にマズいですから！」

　わずかに唇が離れた隙に諭してみるが、すっかり喉はカラカラだ。掠れた声しか出せず、だんだんと涙目になってくる。

　エルヴィンは初恋の人だった。

　執行部に入った後も見つめることしかできなかったくらい、大好きな人だったのだ。

　抱擁され、口づけを受ける妄想を幾度となく繰り返してきたけれど、こんな無理矢理的なのは望んでいない。

　いくら相手がエルヴィンでも、女性の意思を無視して致すなんて、バッドエンドルートで不逞をやらかす盗賊たちと大差ない。

　むしろ王太子という立場があるぶん、たちが悪いくらいだ。

（――――――これはもしかして、モブだけど猫を助けた私がエルヴィン様の攻略ルートに入ってしまった、ということ？　バグみたいなものだったりする？）

　聖人君子が売り文句の、紳士然としたエルヴィンらしからぬ強引さも気になった。

（確か、強制力、っていうのがあったよね）

　強制力とは、乙女ゲームの転生モノでよく見かける、設定のようなものだ。

　元々あったゲームシナリオから展開が変わってしまわないように、神がかった強制的な力がはたらいて、歪んだストーリーが本来の流れとして結末に向かうよう正されるというものである。

　ヒロインであるユウナがエルヴィン攻略ルートに入っていれば、こんな強引な展開にはならなかったのだろう。

　実は一年次から同じクラスだったユウナとエルヴィンは、親密と言えないまでも、普通のクラスメイト程度には交流があった。そんな二人が猫を助けるイベントをきっかけにＲ18展開になったとしても、モブ・リリアベルが相手になるより自然な流れになっていたはずだ。

「頼む。何でも願いを叶えると約束する。だからどうか、俺に抱かれてくれないか」

　切羽詰まったキスの雨を降らせながらの懇願に、リリアベルの心が絞られるように痛んだ。

（もうサ終しちゃったゲームにあれこれ言っても仕方ない。だけどこの状況は、エルヴィン様にとって不幸でしかないんだろうな）

　強制力のせいでもなければ、挨拶程度の仲でしかなかった後輩を強引に組み伏せるエルヴィンではないことを、ずっと彼を見てきたリリアベルは知っていた。

「――……わかりました、エルヴィン会長。その代わり、必ず、完全に呪いを解く方法を探し当ててくださいね」

　エルヴィンの力になりたい一心で返答したけれど、そう何度もさせられてはたまったものではない。

　エルヴィンには一時的な解呪に頼らない根本的な解決を目指してもらわねば、こちらの心がもちそうにない。

「完全な解呪、か」

　ぐ、とエルヴィンは唇を引き結ぶ。

　もちろんだ、とか、当然だ、と言いたかったのだろうが、結局言葉にならないようで、「ああ」と小さく呟くだけの約束だった。

　五歳から十年以上も苦しめられてきた呪いであれば、安請け合いできないのだろう。こういう慎重さはエルヴィンらしくて、ちょっとホッとする。

（ヒロインではない私では、エルヴィン様を呪いから解放することは、たぶんできない）

　ゲームでは、ヒロインが聖女覚醒したのちに、ハッピーエンドかノーマルエンドを迎えると、他の攻略対象者たちも呪いから解放されていた。

　つまり、最悪ここで抱かれなくてもユウナが選択した攻略対象者が呪いから完全に解放される卒業式の日になれば、エルヴィンの呪いも自動的に解呪されるのだ。

（エルヴィン様は卒業式まで猫のままになってしまうけど）

　あるいは、リリアベルではない誰かを抱き続けるか。一時間に一度のキスを卒業式までひたすら続ける荒業もあるけれど。

　それでいいのか？　と、リリアベルは自分自身に問いかけてみる。

　答えはすぐに出た。

「何でもお願い事を叶えてくれると言ってましたけど、本当ですか」

「善処する」

「じゃあ遠慮なく」

「ああ」

「言いにくいんですけど、できれば優しくして欲しいんです」

　ん？　と一瞬だけエルヴィンは首を傾げたが、すぐに意味が通じたようだ。

「私、初めてなんです。痛いのはちょっと嫌だなあと思いまして」

「待て。そんなことでいいのか？」

「何度も言わせないでください。これでも結構恥ずかしいんですから」

　言うや否や、ぎゅ、と抱き締められた。

　強く、温かな抱擁は、いつかの優しい掌を彷彿とさせた。

（やっぱりエルヴィン様の体温って、いいなあ）

　心臓が口から出そうなくらい、強く速く鼓動が打っている一方で、懐かしい温度に泣きたいくらいの安堵が押し寄せる。

（モブだけど、まあ、いっか）

　しょせんヒロインにはなれない身の上である。

　攻略対象たちの呪いを解いてやれるのは、聖女の力が発揮できるユウナしかいないのだ。

　卒業式になれば、強制力のほうも消滅するだろう。であれば、この状況を楽しむくらいがちょうどいい。

「すまん、撤回だ。ちょっと我慢がきかないかもしれない」

　いきなり噛みつくようなキスが降ってきた。驚いたリリアベルは、無意識で体を左右に揺さぶって逃げようとする。

（もうこれ絶対、強制力のせいだよね）

　強制力のせいでもなければ、エルヴィンがモブ風情に異様に欲情するはずがないのだ。

「心がいうことをきいてくれない。おまえを今すぐ抱き潰したくてたまらない」

　音速で約束反故を宣言したエルヴィンは、その逞しい体躯を押しつけるようにして、リリアベルをベッドに沈み込ませた。

「や、ヤぁ……っ。ん、んん……ふ、ああ……ン……んぅ……！」

　唇のあわいから、温かな温度をした舌先がこじ入れられる。

　ちゅ、ちゅ、と唇を吸われながら、舌先でもって舌先をなぞられただけで、全身にゾクゾクとした快感が駆け抜けた。

　Ｒ18乙女ゲームや、たまに男性向けエロゲーをプレイするたびに不思議だったことがある。

　なぜ処女なのに、ヒロインたちは、こんなに気持ちよさそうにしているんだろう？　――と。

　あの謎現象の正体が今ならわかる。

　あれも一種の強制力だったのだ。

　ご都合展開ともいう。攻略対象に抱かれる女はもれなく感じるようにできていたのだ。

　そうでなければ説明がつかないじゃないか。

　リリアベルの脚を割り、奥へと進んでいくエルヴィンの膝頭が下着に覆われた秘所に触れただけで、くちゅ、なんていやらしい水音を立てるなんてことは。

「なかなか淫乱な反応じゃないか」

　触れるか触れないかの微妙な距離感で、エルヴィンの膝頭がリリアベルの秘所をこする。

　すりすりと下着の上から刺激を与えられ、びくんと上体を揺らしてしまう。

「や……だめぇ……っ」

　抗議の声を上げる。

　すかさず唇で口腔を塞がれてしまい、涙目になるけれど、エルヴィンはやめてくれない。

　今度は大腿全体を秘所に押しつけて、前後に揺らしてきた。

　大きな快楽の波が襲ってきて、リリアベルは喘ぎを堪えられない。

「ん、んん……っ！　うう……ふあ……んんンっ！」

「どうした。もしかして、もう濡れているのか？」

　エルヴィンはキスを中断し、リリアベルのブレザーを脱がせた。

　流れるような手つきで首元のリボンを解くと、ブラウスのボタンを外して、大胆に前を開いた。

「いじらしいな。俺に食われたがっているみたいだ」

　フロントホックのブラジャーも外してしまうと、ぷるんと二つの膨らみがまろび出る。

　その桃色の先端はエルヴィンが指摘した通り、ツンと硬くそそり立っていた。
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　リリアベルは慌てて両腕で胸を隠したが、エルヴィンは片手だけで両の手首を拘束し直すと、リリアベルの頭上に縫いつけた。

「エルヴィン会長、こんなの全然優しくないじゃないですかぁ……っ」

「優しくできると思ったんだ。だが無理だった。それと、会長呼びはよせ」

「無理だったって、エルヴィン……様、酷いです。私だって急すぎて無理ですぅ……」

　すっかり涙で濡れたリリアベルと視線を絡ませると、エルヴィンは妖しげな微苦笑を浮かべる。

「泣き顔もいいな、もっと泣かせてやりたくなる。せいぜい足掻け、どうせやめてやれん」

　エルヴィンの口調がどんどん変わっている気がしていたのだが、どうやら気のせいではなかったようだ。

（これ、ドＳ属性で確定だ）

　サービス開始前に、公式ＳＮＳ上で人気投票が開催されたことがあった。断トツ一位を獲得したキャラが、エルヴィンだった。

　容姿端麗にして成績優秀、品行方正な生徒会長兼王太子な彼のキャッチコピーは〝おまえとなら道を踏み外してもいい〟であった。

　道を踏み外しすぎだ。まるで性格が変わっているじゃないか。

　この人にドＳ属性を割り振った運営は、絶対に頭がおかしい。どう考えても、トロ甘溺愛キャラだと思っていたのに。

「ひあっ！」

　じゅっと音を立てて乳首を吸われ、リリアベルは大きく体を跳ね上げた。

　生温かい口内に含まれたままの頂を、舌先でチロチロ舐められたかと思えば、前歯で軽くしごかれて、体温が一気に上昇する。

「嫌……やあ、んっ！」

　ちゅぱ、と音を立てて乳首から唇を離すと、今度は反対のそれを吸い上げる。

　エルヴィンの視線を煽るように、ぬらぬらと濡れた桃色の頂点は、余韻で疼いている。

　その疼きを慰めるように、エルヴィンの長い指先が摘まみ上げた。

「しっかり見ておけ。信じられないくらい熟れてきたぞ？」

　いかにも意地悪な口調で煽りたてるが、指摘された通り、リリアベルの乳首は透明感のあるピンク色から朱色に染まりつつあった。

　くにゅくにゅと指の腹でもみくちゃにされ、いよいよ嬌声が我慢できなくなってくる。

「まったく恥ずかしい体だな。少し触られた程度で、この反応だ」

　言い方あ！　と文句を言いたいところだけれど、罵倒されて、なぜかどうして腰の奥が熱くなってくる。

　実際気持ちいいのだから、何を言ったところで言い訳にしかならない。

　エルヴィンの愛撫がもたらす性感に、まだ男を知らないはずの肉体が歓喜の声を上げていた。

「――いい子だ。そうだ、大人しくしていろ。もっと良くしてやるから」

　いい子だ、というのも乙女ゲームの定番フレーズの一つだったが、実際言われてみると存外悪くない。

　子ども扱いされているわけではなく、むしろ女性として扱われているからこその言葉だったとわかって、一連の行為が強制力上の出来事だったとしても、胸の奥がジンとするのを止められない。

「もうこれは用済みだな」

　するりと下着を引き下ろされる。

　クロッチ部分から粘着な銀糸が引いて、それを断ち切るように大きな掌が差し入れられた。

　意外にもエルヴィンの手はごつごつとしていて、まるで騎士のように無骨な感触をしていた。

　指先で薄っすらとした秘所を押し開かれれば、くぱあ、と花蕾が姿を見せた。

　愛液にまみれた小さな肉粒が外気に晒されるより先に、エルヴィンの指先が捕獲する。

「ひあっ！　ああっ、んああああっ！」

　指の腹を当て、クリクリと左右に揺さぶられ続けると、全身に電流が駆け抜けるかのような劇的な快感が押し迫る。

　丸みを帯びた肉粒が充血し、芯を太くしていくけれど、Ｒ18のドＳキャラが乳首を遊ばせておくはずがない。

「この程度でイくとは。これだから扱いやすい体は困る」

　断じてエルヴィンを困らせた覚えはない。

　リリアベルのほうこそが困難を押しつけられた側だというのに、なんという言い草か。

（……でも、腹が立たないんだよね……）

　惚れた弱みである。

　しかも、こちらを執拗に責めたてる最中の顔まで良すぎときた。人気投票第一位の超絶美形に迫られると、きれいさっぱり怒る気力が失せてしまう。

「――……んんあああああっ！」

　乳首をカリっと甘噛みされながら、花弁の奥から溢れてくる愛液を恥芯にまぶすように愛撫され続けて間もなくして、頭の奥で光が弾けた。

「あ、ああ……ん……う……」

　ひくひくとした全身のわななきを自制できない。

　全速力で疾走した直後みたいに呼吸が乱れていた。

（これが絶頂というものか……）

　感慨にひたってしまいそうになったが、エルヴィンの愛撫は中断を許してくれない。

「せっかくだ。あと数回イっておけ」

「嘘っ！」

「まだ三十分ほどある。制限時間ギリギリまで使って、ぐずぐずにしてやろう」

「ちょ、待って。駄目ですって、呪いなんてすぐに解いちゃいましょうよ。だから――んんっ！　……やぁっ……ッ！」

　エルヴィンはリリアベルの必死の訴えを、あっさりと無視した。

　ぐじゅぐじゅと粘着質な水音を立て、秘所を弄ぶ動きを継続する。

　すっかり敏感になった花蕾ごと秘所を覆い隠すように掌で掴まれ、小刻みに揺さぶられた瞬間、また絶頂の波がやってきた。

「そんな触り方……駄目……本当に無理ぃ……っ！」

「嘘をつくな。こんなに濡らしておいて、それはないだろうが」

「だって、だって……」

「素直になれ。いいんだろう？」

　これではまるで尋問だ。

　濡れそぼった秘裂の周囲が酷く熱を帯びてきて、もう泣きそうになってくるけれど、その疼痛を知っているかのように筋ばった指先がなぞり上げる。

「あっ、あっ、んあっ！」

　太い指先が愛液を零す秘裂を撫でながら、くちゅ、と沼の奥へと沈んでいく。

　初めて経験する異物感に、生理的に蜜洞がきゅうきゅうとわなないて、エルヴィンの指を締め上げる。

「間違いない。男を駄目にする体だな」

「そ、その通りです。エルヴィン様を駄目王太子にしちゃうかもしれません。だからどうか考え直してください……っ！」

「ほう、俺に口答えするのか」

　ふ、とエルヴィンは微笑した。どこか楽しそうな、意地悪い笑顔だった。

「もうおまえは俺の専属であると、このいやらしい体に教え込まねばならんな」

　……もしこの場面をスマホのディスプレイ越しに見ていたら、「けしからん、もっとやれ！」と鼻息荒くしていただろう。エルヴィンのエロエロしいことといったら、破廉恥どころか、ただひたすら卑猥すぎる領域だ。

（……頭がおかしくなりそう……）

　掌や指の根本で花蕾をこすられながら、肉襞のいい場所を探り当てられ、さらに乳首を咥えられたら、自我や思考なんて遠い彼方へと吹き飛んでしまう。

「ちっ。もうこんな時間か」

　品行方正なエルヴィンが舌打ちするほど、リリアベルとの前戯は楽しかったらしい。

　エルヴィンは自身のスラックスのベルトを外すと、前をくつろげて、そそり立った肉棒を露わにした。

（あんなの、入らなくない？）

　大きさといい太さといい、明確に規格外だ。

　先刻までステージ上で、優等生然とした顔で生徒会代表挨拶をしていた人のソレとは思えないほどの凶悪さである。

「ええと、エルヴィン様にお願いがあるんですけど」

「駄目だ」

「せめて聞くくらいしてください」

「手早く済ませろ」

「いったんモフモフに戻りませんか。ちょっと休憩して、心の準備をさせて欲しいのですけれども」

「却下」

　決断早っ！

「……こんないいところでお預けを食らわせないでくれ。頼むから」

　悩ましげに瞳を伏せたエルヴィンがなんだか愛しく見えて、負けた、と思った。全力で白旗だ。

「おまえの初めての相手が俺などで、これでも申し訳なく思っているんだ。……すまない」

　謝罪しながらも、エルヴィンはリリアベルに覆いかぶさるように体を重ねる。

「意外に謙虚なんですね」

「最初くらいはな」

　……〝最初〟とは？

「これからは四十八時間に一度、リリアベルを必ず抱くことになる」

「はい？　四十八時間に一度って、どういうことですか？」

「性交で獣化を止めることは可能だが、最長で四十八時間しかもたないんだ」

　そういう設定かも、とは思っていたけれども！

「そういう大切な話は最初に言ってください」

「心配するな。秘薬と異なり、性交による獣化回避は、きっちり四十八時間の効果が期待できると聞いている」

「いやいやいや、ちょっと待ってください。私としては、今回に限ってモフモフを助けた責任ということでお引き受けしただけであって……っ」

「却下する」

「本当に無理だし駄目ですってば……ひあああっ！」

　ぐっと体重をかけてエルヴィンの腰が押しつけられ、リリアベルは声を上げた。

「くそ。おまえの中は最高にいいな」

　ぐぐぐ、と最大級の違和感が体を貫いてくる。

　最初にもたらされたのは、痛み。

（これも強制力の賜物なのかな）

　脳裏を焼き切られるかのような激痛だったのだけれど、破瓜だというのに、痛みは長く続かない。

「ん、んン……ああ、ぅ……」

　大きな屹立の熱を感じて、下腹部の最奥がきゅうと疼いた。

　散々舐め回された乳首の先端がじんじんとしてきて、自らエルヴィンの胸板に押しつけてやり過ごす。

　お互いに制服を着たままで致しているというのがまた、ものすごくいやらしい気分にさせる。

「……悪いが、辛抱してくれ」

　エルヴィンの律動が始まった。

　謝罪するからには控えめにスタートしてくれると思いきや、いきなりマックスな速度で。

「や、やあっ！　激しすぎ……んあああっ、ひあっ……んンぅっっ！」

　エルヴィンは上体を上げると、リリアベルの腰を左右それぞれの手で掴み、わずかにベッドから浮かせた。

　ギシギシとベッドを軋ませながら、リリアベルの中心目がけて熱杭が叩き込まれる。

　さすがドＳ。処女相手にやることがえげつないけれど、処女らしからぬ快感に満たされて、息が上がってくる。

「すごい……ああ、エルヴィン様ぁ……っ」

　少し腰が浮いているぶん、いい場所を肉棒の先端で繰り返しこすられて、だんだんと頭の芯が熱に浮かされてくる。

　どんどん膣口も締まってきて、エルヴィンの表情が苦しそうなものに変化してきた。

「イクぞ。いいか？」

　断らなくても、さっさと達して欲しい。イキっ放しのリリアベルは、とっくに息も絶え絶えになっているのだから。

「うっ……く……っ」

　小さな呻きとともに、エルヴィンがリリアベルの最奥に脈動を放った。

　その拍動でさえ、過敏になった肉襞に快感をもたらして、びくびくと全身を震わせながらリリアベルは繰り返し達してしまう。

（エルヴィン様のほうでも避妊してくれていたみたいだけど）

　逆らい難い眠気に襲われる中、事後処理をしているらしきエルヴィンの気配が伝わってくる。

　ルミナリアの学徒なこの世界にはアフターピルが存在する。

　なんとその効果は驚異の一〇〇パーセントで、且つ、副作用ゼロという優れもの。

　ともすればご都合主義となってしまうのだけれど、リリアベル側でもありがたく使わせてもらおうと考えているうちに、徐々に瞼が落ちてくる。

「風邪をひくなよ」

　エルヴィンが上掛けで包んでくれた気配があったが、その時にはもう、リリアベルの意識はまどろみの中にあったのだった。

















第二章　ストーリーの混線もバグですか？












　ルミナリアの学徒では、ステータス画面のナビゲーター役を売店の店員が務めていた。

　ものは試しにと、入学式の翌日訪ねてみると、

「すてーたす？　そのようなものは売っていません」

　と首を傾げていたのだが、「ユウナの攻略対象は誰ですか」と聞き方を変えてみたところ、大当たりだった。

「ユウナさんの攻略対象は、ジークフリートさんです」

　店員の返答に、リリアベルは内心でガッツボーズをした。

　モブによって攻略対象全員の枠が埋まっていたらどうしようと心配していたのだが、今のところ順調に進んでいるようだ。

（ユウナ本人じゃなくても情報を聞き出せるのも、バグなんだろうな）

　バグまで律儀に具現化されるだなんて、よくよく考えるとかなり怖いことだが、卒業式の日に呪いとともに解決されるはず、と願うしかない。

「じゃあ、私の攻略対象はわかりますか」

　一応聞いてみる。店員は「はい？」と再び首を傾げた。

　またしても聞き方が悪かっただろうか。

　エルヴィン・ブライティを攻略しているのは誰ですか、などと質問内容を何度も変えてみたが、返事は同じ。

「わかりません」の返答しか引き出せなかった。

　売店は、ステータス確認の他にも、各種アイテムが購入できる場でもあった。

　ログイン画面を華やかに飾るアバターや家具といった小物アイテムの他、Ｒ18シーンを含んだ番外ストーリーがいくつか販売されていたのだが、見る限り、ゲーム関連の物品は一切取り扱いがされていない。

（粛々と、ユウナがストーリーを進めていくのを見守るしかなさそうだな）

　予想しきれないバグの存在が厄介だが、理由が何であれ、思いがけずエルヴィンとの距離が縮まったことにニヤニヤが止まらなかったりする。






　　　　　＊






　爽やかな風が校舎に吹き渡る、六月。

　初夏を迎えようとする聖ブライティ学園高等部校舎の一角、生徒会執行部事務室と名付けられた部屋で、打ち合わせ会議が行われていた。

「じゃあ、サマーキャンプの計画はこれでＯＫということで大丈夫かな」

　司会進行役であるユウナがレジュメを配る。

　ブライティ学園では毎年夏休みの初日に、中等部高等部合同で、全学年強制参加のサマーキャンプが実施される。

　二泊三日とタイトな日程だが、海水浴からバーベキュー、山林ウォーキングやキャンプファイヤーと盛り沢山の内容で、飽きずに楽しめると、生徒からはおおむね好評だ。

　学年の垣根を越えて、毎年多くの学園内カップルを生み出す名物行事でもあるのだが、ゲーム上でも糖度高めの甘々なストーリーが展開されていた。

「改めましてになりますが、生徒会役員として初めての企画立案責任者という仕事を任されて緊張しています。皆さんには迷惑をかけてしまうことがあると思うけど、頑張りますので、どうかよろしくお願いしますっ！」

　生徒会室の面々に向け、ペコリッ、と勢いよくユウナが頭を下げた。

　サラサラと流れる豊かな長髪は、鮮やかなピンク色。

　瞳こそ薄青色をしているが、いかにもヒロインですと主張するかのような可愛らしい容姿でお願いされたら、攻略対象者たちはもちろんのこと、モブたちでさえ、大きな拍手で応じてしまう。

　天然系ドジっ子だったり、男心に鈍いところに関しては、「あざとくてイラつく」と一部ユーザーから不評だったものの、それはあくまでゲーム上でしか明らかにされなかった、彼女の性格のほんの一部分にしかすぎない。

　生徒会役員の先輩後輩として三ヶ月過ごしたリリアベルからすれば、朗らかで面倒見がいいユウナはとても話しやすい女性だし、素直に好感が持てている。

　そんなユウナは、没落してはいるものの、リリアベルと同じく男爵家出身。

　偉ぶったところのない彼女だが、ハイスペックなヒーローたちとは、到底釣り合わない身分差がある設定だった。

　当人たちの努力だけではどうにもならない障害に苦悩するわけだが、そこで〝呪い〟の設定が生きてくる。

　聖女覚醒するユウナが呪いに苦しむ彼らを解放することによって、数々の障害を乗り越えていくのである。

「必ず成功させような。足りないものがあったら何でも言ってくれ」

「ありがとう、ジーク」

　心なしか薄っすら頬を染めたユウナが、ジークと呼んだいかつい体躯の男子生徒に微笑みかけた。

　ジークとは、売店の店員が教えてくれたユウナの攻略対象、ジークフリートのことである。

　炎色の赤髪に、ルビーのように高潔に輝く紅の瞳をしたジークフリートの担当カラーは、もちろん赤。

　聖騎士団長を務める公爵を父に持つハイスぺ男子だが、紳士的且つ温厚な性格で、誰からも慕われていた。

　そんな彼は、〝忘却の呪い〟に悩まされている。

　人々から徐々に忘れられていく、という呪いに掛かったジークフリートのストーリーは切ないものだった。

　普段は穏やかなジークフリートなのに、ヒロインにだけは忘れられたくなくて、赤色が持つ情熱のイメージそのままに愛欲を訴えるシーンなど、涙なしに語れないものだったが、「とにかく泣ける」と大評判になったのは、残念ながらサ終が発表されてからのことだった。

　全ストーリーが解放され、まともにプレイできるようになって初めて、その完成度の高さが認められるだなんて本当に惜しいゲームだったとしか言いようがない。

「ふっ、殊勝なことだ。俺も役員として活動する以上、大成功するに決まっているだろうがな」

　なぜか偉そうに腕組みをしたのは、マクシミリアンだ。

　隣国の第二王子であるマクシミリアンは、留学生として学園に在籍している。

　担当カラーは金。流れるような金髪に宝石のような碧眼を持つ彼は、乙女ゲームの王道中の王道ヒーロー像である、俺様属性である。

　いきなり吐血する〝毒の呪い〟に掛かっているが、実は女体学のアーサーが吸血の呪い持ちであったため、「マクシミリアンが吐いた血を飲めば解決では？」と、ちょっと思っていたりする。

　もちろん吸血相手は誰でもいいわけではなく、乙女に限定されているのだろうと予想しているのだが。

（偶然見ちゃったんだよね。アーサー先生が女子生徒の首に噛みついているところを）

　噛みつかれた記憶を消すことが可能なのだろう。

　何事もなくアーサーから離れていく女子生徒を目撃していたのだが、唇の端に滲んだ血を手の甲で拭っていたアーサーの表情は、これ以上ないほど悲哀に満ちたものだった。

（全員の呪いが解けるといいんだけど）

　念入りに観察していく中で確信したことの一つに、ユウナに選ばれなかった攻略対象たちの呪いの悪化がある。

　例えば、マクシミリアンは授業の途中退席がじわじわと増えている。

　攻略中の女の子がいないから、呪いが改善されないのだろう。

　ちなみにジークフリートのストーリーにおけるバッドエンドでは、ヒロインのみならず、世界中の全員から彼の存在もろとも無視されるという残酷な結末が待っているのだが、ユウナと過ごす彼の現在は、呪いが緩和されているように見える。リリアベルも、他の誰もがジークフリートを忘れていない。

　エルヴィンも同様だ。

　入学式以来一度も獣化していないのは、リリアベルとのＲ18行為によって呪いが緩和されているからだ。

（完全に呪いを解くにはどうしたらいいのかな）

　リリアベルはチラリと視線を上げる。

　バチっと音がする勢いでエルヴィンと目が合った。

（もう数えきれないくらい抱かれているのに。昨日もシたはずなのに、すごくドキドキする）

　エルヴィンと視線が絡んだだけで、腰の奥がジンと痺れたのを気づかれたくなくて、反射的に顔ごと視線を逸らしてしまう。

　ちなみに、黄色が担当カラーのレオも役員の一人だが、あいにく寝坊で欠席している。

　徐々に睡眠時間が長くなっていく〝眠りの呪い〟を持つレオは、アーサーを除いた主要登場人物の中で、唯一の二年生だ。

　リリアベルとはクラスメイトなのだが、聖ブライティ学園では珍しい平民出身。

　同じく平民同然のリリアベルとは話が合い、実はレオがスラム街出身ということも、彼自身から教えてもらっていた。ゲームで知っていた情報だったけれど、本人の口から直接聞けたのが友情の証のようで、前世の記憶を取り戻した今もかなり嬉しいことだったりする。

「ユウナ先輩、レジュメを一部多く頂いていいですか。明日、レオに渡しますから」

　不自然にエルヴィンの視線から逃げた気まずさもあって、挙手をしながら腰を浮かせる。

「レオくんは風邪なんだってね。生徒会の仕事のほうは気にせずに、お大事にって伝えてくれる？」

　長机越しにレジュメを受け取る。

（眠りから覚めない呪いもなかなかのものだよね、日常生活が送れなくなっちゃうんだし。レオの呪いもちゃんと解けるように頑張ろう）

　レジュメをぱらぱらとめくる。

　最後のページに挟まれたのは、年間予定表。

　それによれば、サマーキャンプの後も、学園を舞台にしたゲームらしく校内イベントが目白押しだ。

　親密度に関係するイベントとしては、夏休み明けの学園祭に、年末のクリスマス会。年が明けたら、神殿で合格祈願デートをして、卒業試験をこなし、いよいよやってくる卒業式にてゲームエンドとなる。

　遡れば、五月に体育祭が行われ、先週は修学旅行があったばかりだ。

　そちらのほうも滞りなく、ユウナは元気に参加している。

「じゃあ、おやつタイムにしようか！」

　会議終了を合図するように、ユウナは軽くポンと手を叩くと、傍らに置いていたバッグから手作りクッキーを取り出した。

　ヒロインの趣味がお菓子作りだったのは、調理実習のミニイベントで判明するのだが、ＳＮＳでは、「ヒロインが姑息こそくで嫌悪感不可避」とか「今どき手作りお菓子とか笑」といった感想が散見された。

（ものすっごく、おいしいんだけどね）

　実食すればすぐわかる。市販品より断然美味だ。手作り食品が苦手という人でなければ、食べる価値があるものだと思う。

　保存料代わりにほんの少し砂糖を使っているそうだが、深い甘みがあって、つい食べすぎてしまう。

「うん。今日もうまいよ。いつも差し入れをしてくれて、ありがとう、ユウナ」

「こちらこそ。食べてくれてありがとう、ジーク」

　爆発してしまえ、と言いたくなるほど、ユウナとジークフリートは仲睦まじい。

（順調そうで良かった）

　リリアベルはもう一度レジュメに目を通す。

　サマーキャンプ二日目の午前は、海水浴が予定されている。

　学園所有のプライベートビーチで自由行動となっているのだが、ジークフリートルートでは、ビーチに迷い込んだ小さな女の子が溺れてしまうイベントが発生する。

　女の子が溺れているのに誰よりも早く気づいたジークフリートは、救助に成功するも、大怪我を負ってしまう。

　――そこでユウナの聖女覚醒イベントが起こる。

　凄烈なムービーは、転生した今でも、リリアベルの脳裏に鮮明に刻まれている。

　まばゆい光に包まれて聖女覚醒したユウナは、半狂乱になりながら聖女の力を放出し、ジークフリートの怪我を治癒させる――そんな内容だった。

「リリアベルはもう食べないのか」

　隣に座していたマクシミリアンが、ちょいと肘で突いてきた。

「ダイエット中だったりしてな？」

「マクシミリアン先輩、アウトです。それ、セクハラ発言ですからね」

「体型は男も気にすることだろ、サマーキャンプは基本水着だしな。見た目は大事だ」

「マクシミリアン先輩も気になるんですか」

「誰に言ってんだ。俺は脱いだらスゴいぞ？」

　マクシミリアンは得意げに笑うと、腕に力こぶを作る仕草を見せた。

「あはは。じゃあ、マクシミリアン先輩が脱いだら、絶対に見ないようにしますね」

「俺を見ないなんて言う女こそ、逆セクハラだぞ」

　俺様属性のマクシミリアンだが、基本的には陽気な性格をしており、その場を明るくさせる達人だ。

　こういう気軽な会話をゲームの中でもしていたなあ、と懐かしい気持ちに駆られた時だった。

「ダイエットなど、くだらん」

　むすっとしたエルヴィンが横やりを入れてきた。

「どうした、エルヴィン。悋気やきもちかよ」

「そんなわけがあるか」

　向かいに座っていたエルヴィンが心底むっとした顔でにらみをきかせたが、マクシミリアンはからかい甲斐のあるおもちゃを見つけた子どものようにニヤリとする。

「顔に出てるって。な、リリ？」

　す、とマクシミリアンは手を伸ばすと、リリアベルの口元に残っていたお菓子の欠片を指先で拭った。

「馬鹿馬鹿しい」

　椅子が後ろに倒れかねない勢いでエルヴィンは立ち上がると、リリアベルのほうを一目も見ることなく、生徒会室を出て行った。

「優等生なあいつでもあんな顔するんだな。おもしれえ」

「変なこと言わないでくださいよ。――ユウナ先輩、すみませんが用事を思い出したので帰っていいですか」

　了解、とユウナが指先で丸を作った。

　本来はモブであるはずのリリアベルが攻略対象たちと親しいのは、エルヴィンとの関係が深まっているからだ。

　昨年までは挨拶程度の仲でしかなかった彼らと急に距離が縮まったのが、リリアベルがエルヴィン攻略に入っているからだったとしても、大好きだったゲームの登場人物たちから仲間の一人として扱われるのは単純に嬉しい。

「エルヴィン様、待ってくださいよ」

　まだクスクス笑っているマクシミリアンを置いて、リリアベルはエルヴィンを追う。

　行先はわかっている。

　つい先日、旧校舎の奥に新設されたばかりの物置部屋だ。

　長らく空き部屋だったが、エルヴィンが管理する物置部屋として改装されたもので、もちろん完全防音仕様。

　物置部屋とはいうものの、ベッドやソファが置かれたそこは、私室同然の造りをしている。

　明らかに王族特権だが、学園の創立には王家が深く関与している。毎年の寄付金額も半端じゃない。次期国王の、のっぴきならない事情となれば、学園側も黙認せざるを得ないのだろう。

「エルヴィン様。ひょっとして、怒っていたりしますか」

　さっさと入室していくエルヴィンにリリアベルも続く。

「まさか。マクシミリアンごときが、リリなどと気安く呼んでいたことに腹を立ててなんかいないのだからな」

「そういうところは、ちょっとツンデレっぽいですね」

「ツン……？　おまえは何を言っているんだ」

「庶務のお仕事頑張りますって言いました」

「庶務の仕事は後でいい。今は……」

　ちら、とエルヴィンが壁掛け時計を見やる。

　昨日致したから例の制限時間まで余裕があるが、これから交わることで再び四十八時間の猶予が生まれる。平たく言えば、できるうちにしておこう、という事務的な話なのだろうが、リリアベルとしては悪い気はしない。

　むしろ、いい。

　エルヴィンの長い指に翻弄される時間を心待ちにしているくらいだ。

「どうしてもお願いしたいんですけど、今日は脱がなくても構いませんか」

「それは、脱がせて欲しいということか？」

「いやそんな。脱ぐなよ、脱ぐなよ、みたいなことしませんよ」

「本当に何を言っているんだ？　意味が通じないんだが」

　いつにも増して饒舌になってしまうのは、緊張しているからだ。

　エルヴィンに抱かれる時は、いつもそう。もう数えきれないほど抱かれているというのに、慣れるということがない。

「最近シた時のキスマークが全然消えていないんです。……だから恥ずかしくて、脱ぎたくないんです」

「わかった。新しく付け直すとする」

　どさ、と大きめのロングソファに押し倒されるのと同時にキスされた。

　いつもより性急な口づけが焼きもちだったら、とても素敵だと思う。

　もちろんこれは、焼きもちなんかじゃない。

（普通に怒ってるだけなんだよね。もし私が他の誰かと交際したら、エルヴィン様は困ったことになるものね）

　最初こそ、ほんの少しでもいいから私のことを好きになってくれたら嬉しい、と夢見たものだった。

　最近はもう、割り切れるように努力を始めている。

　エルヴィンが呪いから解放された時に、ガッカリしたくないのだ。呪いが解けておめでとうございます、と心からの笑顔でエルヴィンを祝福したいのだ。

「サマーキャンプ後に始まる夏休みだが、毎日登校しろよ」

　今年はエルヴィンのことがあるので、帰省予定は見送ってあったが、命令口調はいかがなものだろう。

　それに、いくら呪いのためとはいえ、毎日セックスする必要はない。

「無理言わないでください。夏休み明けの試験対策が疎かになります」

「学年トップの俺が教えてやる。これで解決だな」

「夏休み中は、学園が閉鎖される期間だってあるじゃないですか」

「その時期は別荘に行こう、俺と二人きりで。静かな山荘だから、おまえも気に入ってくれるはずだ。だから毎日俺と一緒にいよう」

　優しそうな笑顔を向けられ、「こういうトロ甘溺愛な雰囲気は前世の予想通りなんだけどなあ」と内心で溜息を吐く。

（呪いの協力を引き受けたのは、早まったかもしれない）

　彼が卒業するまでの一年間は、確実にセックス三昧生活になってしまう。

　若い身空で足腰がヨボヨボになるのは、まだいい。

　これ以上、まだまだエルヴィンを好きになりそうな自分が嫌なのだ。
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　そうこうするうちに定期考査が無事終わり、夏休みがやってくる。

　サマーキャンプは順調に日程を進め、二日目を迎えていた。

　晴天に恵まれた夏空から、学園所有のプライベートビーチを焦がすかのように、さんさんと陽光が降り注ぐ。

（さて、と。例の〝女の子〟はどこにいるかな）

　砂浜に敷いたレジャーシートに座り込んだリリアベルは、持参した双眼鏡を覗き見る。

　ジークフリートルートで重要な役割を負う女の子を探さなければならないのだが、レンズの向こうに捉えたのは、ユウナと攻略対象五人が仲良くビーチバレーに興じる姿。

　ビーチバレーは全ルートに登場するイベントだが、お友達エンドに分岐することで、この場面をスチルとして獲得できる仕様だった。

　プレイヤーだった頃はスマホの待ち受けにもしていたくらい、大好きなスチルだった。微笑ましい青春の一ページ的なあの光景を間近にしたら、リリアベルのことだから絶対に「推しが尊くて鼻血吹く」とか世迷い事を呟きながら拝み倒すに違いないと考えていた。

　実際は違った。

　エルヴィンとチームを組み、楽しそうに砂浜を駆けるユウナに嫉妬を覚えた自分に気づき、落ち込んでしまう。

（会長と副会長が仲良くするのは当たり前のことなのに）

　ジークフリートに一途なユウナが、可愛がっている後輩からのあらぬ嫉妬心を知ったとしたら、戸惑いを覚えこそすれ決して嬉しく思うはずがないのに。

「……考えすぎは良くないよね」

　リリアベルは双眼鏡を下ろすと、ビーチバッグの中に突っ込んだ。

　問題の女の子の姿など、双眼鏡で探すまでもない。

　というか、この状況では無駄な行為だった。

　プライベートビーチは学園が所有する私有地で、関係者以外は立ち入り禁止エリアのはず。なのに、なぜか何人もの子どもが遊んでいるのだから、特定のしようがない。

　その数、ざっと見ただけで五十人前後はいるか。

　ストーリー上では〝ビーチに迷い込んだ小さな女の子〟という文章での登場だったから、一人きりだと思い込んでいたのだ。

「そこのお嬢さん。ちょっと相席してもいい？」

　リリアベルの返事を聞くことなく、その隣に無遠慮に座ったのはレオだった。

　太陽の光を存分に浴びる、ヒマワリみたいな底抜けに明るい黄色の髪が海風に揺れ、サラサラとした頂きに天使の輪を作る。

「リリって水着だと雰囲気が変わるんだねー。すっごいお姉さんっぽいよ」

「そんなふうにレオに言われると照れちゃうね」

「お世辞じゃないよ。僕みたいなちんちくりんでも、リリを口説きたくなるし」

　スラム街出身のレオは、一言でいえば天才児だ。

　本来であれば中等部三年生の年齢なのだが、飛び級制度を使って、高等部二年生に在籍している。

　甘えん坊な弟キャラで、実はちょっとＳな小悪魔っぽさも持ち合わせている彼は、特にお姉さんユーザーから人気を集めていた。

「それ、双眼鏡？　リリって覗き見趣味でもあったの？」

　バッグからはみ出ていた双眼鏡を視線で指し示し、レオが笑う。

　リリアベルは「まさか、違うよ」と微苦笑した。

「海辺の景色を見たくて持ってきたんだけど、予想以上に人が沢山いたから、諦めちゃった」

「あー、子どもがいっぱいいるもんね。ホントごめん」

「どうしてレオが謝るの」

「あれね、僕の後輩なんだ。元スラムの子たちだよ」

　レオが言うには、児童養護施設の子どもたちなのだそうだ。

　リリアベルはレオルートにおける彼の生い立ちを思い出す。

　スラム街で靴磨きをして日銭を稼いでいたレオは、客として出会った理事長に聡明さを見出され、学園関連の慈善事業先である児童養護施設に入所させられたのだが、入所後すぐの知能検査で文句なしの最高点を叩き出したことで、特待生として中等部に編入する。

　理事長の厚意により、スラム街で肩を寄せ合って育った仲間も施設で生活できるようになったのは僥倖だった。レオにとっては実の弟妹も同然の大切な存在だったから。

　ビーチで遊ぶ子どもたちは、理事長の慈善活動の一環として招待されたとのことである。

（シナリオ上では、溺れた女の子の属性まで説明されていなかったけど。レオルートに登場していた女児だったんだ）

　レオルートにおけるサマーキャンプにおいて、子どもたちの登場は、キャンプファイヤーが開催される夜になってからだ。

　みんなで手持ち花火をして遊ぶストーリーが展開されるのだが、学園内では甘えん坊キャラなレオがお兄ちゃんの顔をしているのが新鮮だったし、ヒロインにも子どもたちが懐いてくれて、ほっこり癒されるイベントだった。

「ねえ、リリちゃん。あの子たち、かなり危なくない？」

　レオが険しい顔をして、離れた場所を指さした。

「あれって、うちのクラスの女子だよね。変な輩に絡まれてるみたいだけど」

　レオの指先を辿り、目を凝らす。

　数人の成人男性グループがクラスメイトの女子二人を取り囲み、何やら言い争っているのが見えた。

「あの人たち、たぶん部外者だよね。レオはここから様子見していてくれる？　私は先生を呼びに行くから」

　腰を浮かせると、「やめてよっ、触らないで！」と集団からクラスメイト女子の金切り声が上がった。

「僕が行ってくるよ！」

　すぐさまレオが反応し、砂浜の重みをもろともせずに走り出す。

「ちょ……ちょっと待って！」

　リリアベルは思わず声を上げてしまう。

　二年生女子が成人男性グループにナンパされ、トラブルに発展するこの場面は見覚えがあった。ただし、レオルートの中での話だ。

　海水浴中だったレオが輩を軽くあしらって、ヒロインが惚れ直す、という内容である。

　小悪魔な見た目のレオが、次々と成人男性を勇ましく投げ飛ばしていく――そんなスチルがゲットできる場面だったのだが――

（これって、レオルートが展開されてるよね……？）

　現在ユウナはジークフリートルートを進行していたはずだ。ジークフリートルートではレオの乱闘騒ぎなんて起こっていない。

「おい、おまえら。何をやっている！」

「こらー！　喧嘩はやめなさーい！」

　騒動に気づいたのだろう。別の方向から止めに入ろうとしていたのは、なんとジークフリートとユウナだった。

（これって普通にヤバくない？　ジークフリートとユウナは小さな女の子を助ける予定だったよね？）

　リリアベルも加勢に入るべき場面だが、とてつもなく嫌な予感がして、その場に固まったまま動けない。

　――……まさか。そんなこと、あるはずがない。

　心の中で呟きつつも、嫌な予感に従って、海辺に視線を向けてみる。

　女児が溺れかけているのが見えた。

　遠浅の浜辺に女児はいたが、背が低い子どもなら、あっという間に波に呑まれてしまう危険な場所だ。

　考えるより先に、リリアベルは砂浜を走り出していた。

（ストーリーの混線だ）

　複数の攻略対象が同じ場所に居合わせると、混線が起こるかもしれない可能性について、何度か考えたことがあった。

　具体的には、同じ場面で複数のイベントが同時並行的に進行するという事象だが、ユウナたちが溺れる女の子に気づかないなんて、完全に予想外だった。

（大丈夫。落ち着こう）

　そもそもバグだらけのゲームだったのだ。心の準備はしてあった。

　何かの手違いで溺れた女の子が放置されるようなことがあったら、リリアベルが助けに行こうと、シミュレーション済みだったのだ。

「誰か、手を貸して！　そこで女の子が溺れているの！」

　大声で加勢を呼びかけながら海水に入っていく。

　リリアベルの声に気づいた周囲の何人かが集まってくれた。

「もう大丈夫だよ。ゆっくり息をしながら、全身の力を抜いてね」

　女児の後ろに回り込み、掬いあげるような体勢で両脇に腕を通す。

「その子をこちらに！」

　海面で捕獲した小さな体を、遅れて追いついた男子生徒と男性教師に引き渡した。

　自分が助かったことを確信したのだろう。えーんえーん、と女の子が泣き始める。

「危ないところだった……！」

　単純なバグではなくて、ストーリーの混線などという状態異常を実際に経験し、血の気が引いてしまう。理論上の事象ではあったが、万が一に備えてシミュレーションしておいて良かった。

「……バグだらけのゲームとか、本気でヤバすぎるでしょ」

　一気に緊張感が抜け、ぽそっと呟いた瞬間だった。

　リリアベルの背に襲いかかるように波がうねる。

（――逃げられない……っ！）

　足元から波にさらわれたリリアベルは、よろけるようにして、遠浅の境目まで連れていかれる。

　唐突に深くなった海岸に呑まれるようにして溺れるまでは、あっという間のことだった。

　両脚をばたつかせて水を掻く。

　水が急に冷たくなった気がした。

　爪先から冷気が這い上がるようにして、恐怖が増してくる。

（ジークフリートルートの溺れた〝女の子〟って、私のことだったりして）

　洒落にならないことを考える間も、脚が攣って、リリアベルは海中へと沈んでいく。

　水、水、水。塩辛い海水が鼻から口から呼吸器官へとなだれ込んでくる。

（こんなことになるなら、私からエルヴィン様を誘えば良かった）

　私もビーチバレーに交ぜてください、くらい言えただろうに。

　人は死の間際には後悔するものだと聞いたことがある。

　リリアベルの場合、エルヴィンのことばかりが頭に浮かんでは消えていく。

（……私がモフモフの呪いを解いてあげられたら……）

　どうして私はモブなんだろう。

　……私が聖女覚醒できたら良かったのに……――

　――――――………………。

　――――…………。

　――……。

（バッドエンドよりはマシな死に方だった）

　自身の死を覚悟しながら、リリアベルは目を開けた。

　辺りは真っ暗だったが、どうやら自分はベッドに寝かされているらしい。

　枕元のサイドテーブルをほのかに照らす常夜灯に目を慣れさせようと、何度か瞬きを繰り返す。

「リリちゃん、起きたの？」

　最初に見えたのは、ピンク髪。

「あれ？　私、助かったんですか？」

　上体を起こそうとするが、力強い手によって押し戻された。

「助かった、じゃないだろうが！　無茶なことをするな！」

　いきなり怒声を浴びせられ、耳がキーンとする。

　ベッドサイドにいたのは、ユウナとエルヴィンだった。

「リリちゃんは子どもを助けたんだよ、怒鳴るなんて筋違いだよ。というか、ここは救護室だからね。説教する場所じゃないよ」

　問答無用なぴしゃりとしたユウナの口調に、エルヴィンは無言で出て行った。

「起き抜けなのに騒いじゃってごめんね。気分はどう？」

　エルヴィンの後ろ姿が見えなくなってから、ユウナはサイドテーブルから水差しを取った。

　改めて、リリアベルは上体を起こす。

　並々と注がれたグラスを受け取りながら、リリアベルは頷いた。

「よく寝すぎて、いつもより頭がすっきりしているくらいです。ユウナ先輩が助けてくれたんですよね、ありがとうございました」

　海水にまみれ、真っ暗に塗りつぶされた記憶をどうにか遡らせると、ユウナが何度も「リリちゃん、リリちゃん！」と叫ぶ声を思い出せた。

「リリちゃんを助けたのは私じゃないよ」

「でも……」

「私が駆けつけた時には、もうエルヴィンがリリちゃんを砂浜に引き上げた後だったの」

「エルヴィン様が？」

「私はジークと一緒に絡まれていた女子をなだめていたの。だから、最初は何が起こったかわからなかったわ」

　申し訳なさそうな顔をしてユウナは続ける。

「私が波打ち際に向かった時にはもう、血の気を引かせたエルヴィンがリリちゃんに人工呼吸をしていたところだったの」

　これはただごとではないと、ユウナは女子生徒をジークフリートに任せ、自身はリリアベルのほうに駆けつけたのだそうだ。

「あんなエルヴィン、初めて見たわ。リリちゃんが息を吹き返した後も顔色真っ青で、全身を震わせていたんだから」

　塩水味の記憶の底から、海中からリリアベルを引き上げようとする、力強い両腕があったことをようやく思い出した。

「――……私、お礼を言ってきます」

「それがいいと思う。もう体調は大丈夫そうだから止めないよ。今はエルヴィンと一緒にいるのがリリちゃんにとっても良さそうだしね」

　溺れかけた女の子は無事で、今はレオと一緒にいる。一連の騒動は教員に報告済みで、女子生徒に絡んでいた輩たちも地元警備隊に連れていかれた、という話を聞きながら、ゆっくりと水を飲み干す。

　ユウナは空にされたグラスを受け取ると、「行ってらっしゃい。頑張ってね」と笑顔で見送ってくれた。

（この人がヒロインだった理由がわかるかも）

　全てを包み込むような、大きな優しさをユウナは持っている。

　その優しさを惜しみなく分け与えることができるユウナだったからこそ、リリアベルは全力土下座で謝りたかった。

　恐らく、ユウナは聖女覚醒に失敗している。
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　キャンプファイヤー会場に向かったリリアベルは、すぐにエルヴィンを見つけることができた。

　会場の端の物陰で消火機材の最終点検をしていたエルヴィンに近寄ると、リリアベルは腰を折って礼の言葉を口にした。

「あの……エルヴィン様が助けてくれたって聞きました。ありがとうございました」

「体調はどうだ。体はちゃんと動くか？　どこか痛む場所はないか？」

　もうエルヴィンは怒っていなかった。

　エルヴィンはリリアベルに向き合うと、両頬を包むようにして顔を上げさせた。

「さっきはすまなかった。大声で怒鳴る必要はなかった。だが、溺れて呼吸が止まったおまえを見て、心臓が止まりそうなほど恐ろしい思いをしていたんだ」

　すみません、と謝ろうとするが、わっ、と歓声が上がり、かき消されてしまう。

　大歓声に拍手が続く。そして手拍子から始まった合唱の歌声は、キャンプファイヤーの開始を告げていた。

「エルヴィン様は、今年が最後のサマーキャンプなんですよね。卒業後は、やっぱり国立大学校に進学ですか」

　なんとなく話しづらくて話題を変えるが、返答は意外なものだった。

「その予定だったがな。先日から父が体調を崩していてな。進学は諦めて、国王代理に就くかもしれん」

「そんな――」

　返答に窮すると、ドン、と空気を叩くような大音量が響いた。

　打ち上げ花火のスタートだ。

　今度はエルヴィンが話題転換をするつもりなのか、微苦笑しながら、林のほうを指さした。

「打ち上げ花火がよく見える穴場があるんだ。俺しか知らない場所だ」

「どうしてエルヴィン様しか知らないんですか」

「中等部の頃から、キャンプファイヤー中の見回りが俺の仕事だったからな」

　言いながらも、すでにエルヴィンはリリアベルの手を引いていた。

　国王代理の件について、もう少し聞いておきたいけれど、なんとなく聞ける雰囲気ではない。

（エルヴィン様の手、やっぱりあったかいな）

　今さらながら、あのまま溺死していたかもしれない恐怖が足元を這い上がり、うすら寒くなってくるけれど、エルヴィンの体温が難なく打ち消してくれる。

　――やっぱり私は、この人が好きだ。

　どうしても好きなのだ。

　幼い頃から温め続けたこの恋は、到底諦められない大きさにまで育ってしまった。期間限定の付き合いなのに、体を繋げるほどに、どんどん彼を好きになっている。

「わあ、キレイ……」

　会場から少し離れた林の中を進んでいるうちに、夜空が一段と明るく染まった。

　夜空を彩る色とりどりの打ち上げ花火は、ルート分岐において、ハッピーエンドルートに入ったことを知らせるものだった。

　打ち上げ花火が上がるタイミングはストーリー進行によってまちまちとされていたが、サマーキャンプ中での分岐確定は最短ではなかろうか。

（聖女覚醒し損ねても、ハッピーエンドルートに入れちゃうんだ……）

　今頃ユウナも、ジークフリートと二人きりの時間を過ごしているのだろう。

　後で改めて確認するつもりだが、溺れていた女の子をリリアベルが助けたことが原因で、ジークフリートの大怪我イベントは起こらなかったはずだ。

　――ちなみにノーマルエンドルートでは、覚醒はするものの聖女の力に依存しないストーリーになる。

　進行し続ける呪いに蝕まれていく攻略対象たちを見かねたヒロインは、奔走の末に、辺境に住まう大魔女が解呪の鍵を握っていたことを突き止める。

　解呪を諦め、自暴自棄になっていた攻略対象たちを説得したヒロインは、彼らの伝手をフル使用して大魔女に会いに行く。

　そして大魔女の力によって、攻略対象たちの呪いが解けるのだ。

　後日談として、全員で「俺たち一生仲間でいような」とヒロインを中心にして円陣を組む――そんな場面がエンドスチルとなるのだが。

（これからどうなってしまうのだろう）

　バッドエンドを含めた全ルートで、ヒロインはもれなく聖女覚醒をしている。

　希望的観測としては、強制力が働いて、大魔女を頼るストーリーに変更されるのが最も確実そうだ。

（それでも、とんでもないことをやらかしてしまった）

　ユウナが得るはずだった聖女の力は、卒業式の日に使い果たす設定となっていたが、こうしてハッピーエンドに分岐したのだから大丈夫なんて、軽々しく言えない。

　バグという不確定要素への不安もあるが、聖女の力がなければ、少なくともジークフリートの苦しみが増してしまう。

（でも、あの女の子を放っておくことなんかできなかったよね）

　リリアベルはどうすれば良かったのだろう。

　シミュレーション通りに助けられたことに後悔はしていないけれど、まさか聖女覚醒が失敗する結果につながるなんて、これっぽっちも想像していなかった。

（モブのくせに出しゃばったのがいけなかったのかな）

　次々と夜空に咲き誇る大花火を見つめる眦に、申し訳ない気持ちでいっぱいの涙が滲みそうになるのを堪えていると、不意に影が差した。

「おまえにやる」

　リリアベルから手を離したエルヴィンは、ポケットから取り出した何かを、リリアベルの首に着けさせた。

　ネックレスだった。

　精緻な金鎖に、漆黒色をした宝石がトップとしてぶらさがっている。

「これ、ブラックスターじゃないですか！」

「さすが商家の娘だ。こんな暗がりでもわかるのか」

「当然です。こんな希少価値の高い宝石を見違えるわけがありませんよ」

　暗がりでも隠しきれない柔らかな輝きからして、等級を付けられない特級品に違いない。

「エルヴィン様の瞳と同じ色の宝石なんて、私がもらってもいいんでしょうか」

「そう言われれば、そうだったな。俺の瞳と同じ色だったな」

　淡々としたエルヴィンの返答に、リリアベルはガクッと肩を落とす。ドキマギしながら聞いたのだが、リリアベルの意図せんところが、エルヴィンには全く通じなかったようだ。

（自分の瞳と同じ色をした宝石を贈るのは、愛情の証とされているのに）

　エルヴィンの様子を見るに、照れ隠しではなく、本当に良くも悪くも他意はないのだろう。

　けれど、やっぱり嬉しい。

　まさか、エルヴィンが贈り物をしてくれるなんて、思ってもいなかった。

　モフモフの呪いに付き合ってくれた女の子への、ご機嫌取りの贈り物くらいの意味しかなかったかもしれないけれど、嬉しい。こんな素敵なもの頂けません、などと下手な謙遜ができないくらい、すごく嬉しい。

「贈った俺が言うのもなんだが、似合っている」

「あ、ありがとうございます。大事にしますね」

　どちらともなく、唇が近づいていく。

　ドン、と大きな花火が打ち上がった時、二人の影が重なった。

「あ……」

　うっすらと開けていた唇がエルヴィンのそれで塞がれる。

　しばらくエルヴィンはリリアベルの口内を堪能していたが、息が互いに上がってきたタイミングで、「そこに手を突け」と、リリアベルを木の幹と向かい合わせにさせた。

　どうやらエルヴィンのドＳスイッチが入ったようだと察し、リリアベルは言われるがまま、幹に両の掌を置いた。

　エルヴィンはリリアベルのスカートを腰まで大胆にまくり上げると、下着を膝まで引き下ろす。そして両の腰をそれぞれの手で掴み、ぐいと上方に引っ張り上げる。

　尻をエルヴィンに向けて突き出す体勢だ。

　真夏の日差しで少し焼けた肌に、林を通り抜ける夏の夜の風が心地よい。

　ほだされやすく、チョロいヒロインのことを、通称チョロインという。

　今のリリアベルはまさにチョロインそのものだが、ずっと好きだった憧れの人に迫られて、断固として拒否できる強い精神力を持つ人がいたら会ってみたい。きっとその人は仙人に違いない。肉ではなく霞を食う人にチョロインの気持ちをわかって欲しいとは思わない。

「あ、あの。あんまり見ないで欲しいというか」

　突き出した尻を左右に広げられると、後孔までも明け透けにされてしまう。

（ものすごく恥ずかしいんですけど……！）

　いわゆるバックの姿勢で交わったことは何度もあったが、立ったまま後ろから眺められるのは初めてだ。

「嘘をつけ。見られて興奮するイヤらしい女のくせに」

　その通りだ。なのだけれど、そうさせた彼にこそ責任はあるだろうと、さすがに涙目になってくる。

（早く触れて欲しい）

　見られているだけなのに、蜜口がじくじくと疼き始めていた。

　昼に溺水し、ついさっきまで眠っていた体とは思えないほどの淫乱さだが、すっかりエルヴィンに慣らされた性感は、そう簡単に収まるものではない。

「――……っ、ああッ！」

　トロリとした蜜液が内股に伝ってきて、とっさに腰を揺らすと、いきなり蜜口に挿入されてしまった。

　たっぷりぬかるんだ隘路あいろは、太くて硬い剛直を軽率に最奥まで呑み込んでいく。

「はっ！　触れてもいないというのに、これか？」

　あくまで軽く、ぺしっと尻を叩かれる。

　命がけで海中から救出し、高価なアクセサリーを贈った女の子に対する行為がコレだと思うとわりと残虐な気がするけれど、リリアベルの体調が問題ないと確認した上でエルヴィンは致している。

　とっさに怒鳴りつけてしまうほど彼に心配してもらっていたのが嬉しかったリリアベルとしては、意識を蹂躙するほど激しくして欲しかったので、むしろ物足りないくらいだ。

「んっ、んっ！　ふ、あ……ああ……っ！」

　水音を混じらせながらパンパンと音を立てて下腹をぶつけられ、小さいながらも嬌声を漏らしてしまう。

「もっと声を出せ。いい声を聞かせろ」

　屹立を蜜道に抜き差しされるたびに、ぷるぷると揺れていた胸に、エルヴィンの片手が伸びてくる。

　上着越しにキュッと乳首をつねられながら、腰から下腹を伝ってきた逆の手が二人の結合部を探り始めた。

「あっ！　イヤ……んっ。そこは、駄目ぇ……ッ」

　半ば埋まっていた花蕾を掘り出すと、長い指の先端で散々に弄ぶ。

　愛液をまぶしながら、ぷっくり膨れた円周をクルクルとなぞられ、両脚がガクガクと震え出した。

「エルヴィン様、本当に駄目……。声が出ちゃいますからぁ……っ」

「構わん。おまえが誰のものか、しかと教えてやればいい」

「ヤ……もう、無理ぃ……っ」

「イくのか？　早すぎだぞ？」

「だって、だってっ！　あん、んんっ！」

　乳首をくにくに摘ままれながら、愛液まみれにされた花芯を強めに押された瞬間、脳裏に火花が散った。

「まだだからな。俺がイくまで耐えていろ」

　エルヴィンの抽送が速度を上げる。

　押されたままだった肉粒を肉棒の側面に充てられ、びりびりと電流が駆け抜けるかのような激しい快感がリリアベルに襲いかかった。

（これ無理。すごく気持ちよすぎる……っ！）

　肉棒の先端で子宮を押し上げられる一方で、乳首と花芯にも同時多発的に刺激を与えられ、再び意識が混濁してくる。

「んーっ！　あ、ああ……ぅうっ……ッ！」

　エルヴィンの太さを受け入れていた膣襞がヒクヒクと痙攣し始めた。

　全然手加減してくれないエルヴィンを罰するように、彼の秘部を小刻みに締め上げるが、またリリアベルが達するのが先だった。

「ふ……あ……あ、ン……ん」

　――もう何がなんだかわからない。

　その後もたっぷり三十分かけて抱き潰されることになったのだが、そこからさらに、エルヴィンに宛がわれた彼の一人部屋で深夜まで抱かれることになることを、まだこの時は知らなかったのである。

















第三章　この恋もバグですか？












　カラシャンの世界ではシリーズを通じて、日本と同じく四季がある。

　日本で過ごした夏は驚くほど早く過ぎ去ったものだったが、この世界での今夏は、それ以上の速度で駆け抜けていった。

　気がつけば、学園祭初日を迎えていた、その日の登校前のことである。

　学園祭を見学する保護者会メンバーの一員として来校していた、リリアベルの父――ハートネット男爵が女子寮を訪ねてきた。

（アポなしで何の用事だろう。よほどの急用かな）

　突然のことで驚きつつも、寮母の呼び出しに従って、面会室へと向かう。

「でかした！　さすが我が愛娘よ！　口止めされていたのだがなあ、おまえの顔を見たら、隠し切れなくなってしまったのだよ！」

「ちょっと、お父様。いきなり何なんですか。落ち着いてください」

　感極まったように唐突に抱きつかれ、リリアベルはドン引きだ。

　元々テンション高めの父だが、いつにも増して唾を飛ばす勢いに、つい腰が引けてくる。

「何かお話があったから寮までいらしたんですよね？　順を追って説明してくれませんか」

「そうなのだ、おまえに至急話したいことがあってな！」

「今じゃないといけませんか。文化祭の準備で生徒会役員は早めに登校しないといけないんですけれど」

「うむうむ。お役目は大切にせねばいかんな。いずれ王妃となる身なのだから、しっかり務めねばならんからな」

「はい？　王妃だなんて、お父様は何をおっしゃっているのですか？」

「とぼけなくても良いのだぞ。まさか、おまえと王太子殿下が恋仲になってしまうだなんてなあ」

　いまいち要領を得ないが、黙って耳を傾けているうちに、どうやらエルヴィンとの関係について言っているというのが伝わってくる。

「そしてだ、今回の謁見でハートネット男爵家の家業に有利になるよう、王家は協力を惜しまないという主旨の契約が結べたのだ！」

「謁見だなんて。お父様はどなたとお会いしたのですか？」

　畳みかけるように問うけれど、それを上回る父の勢いが止まらない。

　ノンストップで喋り続ける父によれば、ハートネット商会の販路拡大に、王家が手を貸してくれることになったのだそう。大げさな身振り手振りを交えながら、得意げに父は語る。

「王太子殿下のお手付きになったんだろう？　うむうむ、さすが我が娘よ！　身を立てるとは、まさにこのことよ。ハートネット商会の会頭としても鼻が高いぞ！」

「何の話ですか。お手付きだなんて、誰から聞いたんですか？　王家と契約を結んだって、本当ですか？　どうしてですか？」

　わからないことだらけで、父を質問責めにする。

　背筋を虫が這い上がるような、ざわついた感覚があって気持ち悪くなってくるけれど、看過できそうにない。

「冷静沈着な王太子殿下も、しょせん、ただの男だったということだ。エルヴィン様はこう仰っていた。嫁入り前の大事な娘を傷物にされた父上殿にすれば、さぞご立腹のことだろう。王家からの最大級の誠意として契約を受諾願いたい。――とな」

「そんなことをエルヴィン様が？　本当に？」

　もちろんだ、と父はニンマリ顔で頷いた。

「傷物って……」

　すうっと頭の中心が冷えてくる。

（エルヴィン様がそんなことを言うなんて。信じられない）

　どうやら父はエルヴィンの呪いまでは知らないようだが、その話しぶりから察するに、エルヴィンと交際を始めたリリアベルが婚前交渉を致してしまった詫びとして、ハートネット商会に便宜を図る約束を提示されたということらしい。

　限りなく平民に近い末席ではあるものの、リリアベルは貴族子女には違いない。

　いくらリリアベル本人の同意があったとしても、婚約関係に至っていない貴族子女の純潔を奪ったとなれば、義理を通す必要がある――そうエルヴィンは判断し、密かに父と話をつけていたということだ。

（つまりエルヴィン様が私を金で買った、っていうこと？）

　貴族のみならず平民層にも、結納金の慣習は古くから存在している。逆に、輿入れする女性側からいつでも離縁できる目的で多額の持参金を持ち込む習わしがあることも、リリアベルは知っている。

　だから貴族子女の純潔に値段をつけるにも等しい行為に、それほど強く抵抗感を覚えない。

　にもかかわらず、頭がガンガンと痛みを訴え出したのは、エルヴィンがリリアベルを素通りして、その父親と直接やり取りしていたと知ってしまったからだった。

（……そんな重大な交渉を、エルヴィン様が私に内緒でしていたなんて）

　純粋な気持ちから呪いの解呪に協力していたリリアベルからすれば、これは明確な裏切り行為だ。

　家同士のやり取りをもって、ギブアンドテイクの関係をエルヴィンは成立させたのだ。

　それはつまり、エルヴィンが呪いから解放された暁には、リリアベルを用済みにしても構わないことを家同士で確認し合った。もはやそういう話ではなかったか。

「お父様は、いつからエルヴィン様とお会いしていたんですか」

「入学式の直後だ。ご心配をおかけすることもあるかもしれないが、どうか見守って欲しいと頭を下げてくれてなあ。わしのような小間使い風情に、それは丁重に接してくれたのだ。……って、聞いてるのか、リリアベル？」

　途中から父の話を右から左に素通りさせていたリリアベルは、「入学式の直後……」と父の言葉を反芻する。

（私に対して疚しい気持ちがあって、故意に言わなかったんだ）

　最初からリリアベルの父と取引をするつもりでいたことが伝われば、こんなふうに激昂するとわかっていただろうから。

「お父様。ちょっと用事ができたので、お帰りくださいますか。エルヴィン様に会ってきます」

「そうかそうか！　エルヴィン殿下によろしく伝えておくれよ。それにしても、未来の王妃の実父になれる日が来ようとはなあ。ゆくゆくは、お世継ぎの祖父と呼ばれたいものだがな、はっはっは！」

　お花畑脳な父をそっちのけに、リリアベルは学園校舎へと急ぐ。

「エルヴィン様、私の父と入学式の直後に会っていたというのは本当ですか」

　エルヴィンは生徒会室にいた。

　各クラスの手伝いに回っているのか、他に生徒はいなかった。

「――ハートネット男爵から直接聞いたのか」

　静寂に包まれた二人きりの室内に、エルヴィンの低い声が地を這うような音で響いた。

「娘を傷物にされた代償を受け取ったと言ってました」

「何が気に入らないんだ。おまえを抜きにハートネット男爵と直接交渉していたことか？」

「それもあります」

「おまえに黙っていたのは、知らせたくなかったからだ」

「知らせたくなかったって、何をですか？」

「俺がおまえを傷物にした代償として、王家として正式に礼を尽くそうとした行動についてだ。おまえを怒らせたり失望させたくなかったから内密にしただけで……」

　傷物、という言葉がエルヴィンの口から出た瞬間、頭にかっと血が上った。

「私のどこにも傷なんかついてません！」

「貴族子女としては傷物だ。まともな嫁入り先を俺が奪ってしまったのは事実だろうが」

　エルヴィンの言っていることは、たぶん正しい。

　リリアベルとてわかっている。

　エルヴィンには公的な肩書がある。唯一無二の肩書を守りつつ、解呪に協力したリリアベルの立場も大切にしようと動いてくれていた彼の気遣いに感謝すべきなのかもしれない。

　けれどリリアベルが望んだのは、こんな配慮ではなかった。

（どうしよう、泣きそうかも）

　ブラウスの下に隠したブラックスターのネックレスが、熱を帯びたように存在感を主張する。

　リリアベルが欲しかったのは、優しく手を引いてくれる温かい掌の熱だった。優しく笑いかけてくれたり、抱き潰されて汗が引き切らないリリアベルを上掛けごと抱き締めてくれる逞しい腕だった。

　決して、王太子としての正しい行動なんかじゃない。

「呪いを解く方法は見つかったんですか？」

　唐突に話題が変わり、エルヴィンは眉根を寄せる。

　しばし言葉を詰まらせて、結局、首を横に振った。

「懸命に探しているところだ」

　呪いが解けるのが先か、卒業式が来るのが先か。

　どちらになるかわからないが、その日が来るまでエルヴィンの苦しみは終わらない。

　一秒たりともエルヴィンを獣化させたくない――そんな気持ちで望んで抱かれてきたというのに、まさか傷物扱いされていたとは夢にも思っていなかった。

（エルヴィン様は何もわかっていない）

　チョロイン気質なリリアベルもいけなかっただろうが、優しい声を掛けてくれたり、高価な宝石を贈ってくれたり、思わせぶりだったエルヴィンにも間違ったところがあったのではなかったか。

「呪いを完全に解呪する方法が見つけられないなら、もうこれ以上、余計なことはしないでください」

「余計なことだと？」

「傷物扱いなんて、馬鹿にしないでください。私にだって、自分の意志があるんです！」

　はっ、とエルヴィンは笑い飛ばした。

「だろうな。俺にも意志がある。呪いが解けるなら、相手が誰でもいいわけではない」

　エルヴィンはリリアベルを抱きすくめた。

　いきなりの抱擁は、力強さよりも、ねじ伏せようとする絶対的な意思を感じさせる。

「や……っ！」

　力任せにキスを迫られ、頭を左右に振って抗うと、イラつきを隠さない舌打ちをされた。

「脱げ。自分の意志で、今すぐ脱げ」

「嫌です。命令しないでください」

「脱がないなら、無理矢理にでも俺が脱がせる」

　リリアベルを突き飛ばすように一人掛けのソファに座らせると、エルヴィンは片膝を突き、乱れたスカートの中をまさぐった。

「……んんっ！」

　骨ばった長い指に脇腹を予告なく触れられ、びくんと下肢が揺れ動く。

「静かにしろ。この部屋は防音ではないからな」

「ここでするんですか？」

「講堂のステージ上でも俺は構わんが」

　エルヴィンは嘲笑を浮かべながら、リリアベルの下着をあっという間にむしり取ってしまう。

「やめてっ」

　立ち上がろうとするが、大腿を大きく広げるように、それぞれの膝裏を押さえ込まれてしまう。

　リリアベルのそこは、すでにぐっちょりと濡れていた。

　その形状の細部まで見逃すまいとするエルヴィンの視線が突き刺さるように鋭くて、まだ触れられてもいないというのに、そこがジクジクとした熱を発し始める。

「絶対に声を出すなよ。喘いだところで恥ずかしいのはおまえだからな」

　意地悪な声音で言いながら、リリアベルの秘所に顔を近づけた。

　抗議しようと思ったけれど、脚の奥に秘めた唇とエルヴィンが口づけを交わすのが先だった。

「――……ふ、ぁ……っ！」

　慌てて口元に手を当て、嬌声を堪えるけれど、エルヴィンは容赦なく舌先の愛撫を開始した。

　まずは舌全体でリリアベルの秘所を舐め回す。

　時折じゅるじゅると音を立て、だらしなく零れていた愛液を吸い取っていく。

「ん、んっ」

　尖らせた舌先で花弁を剥くと、ぷっくりと腫れ始めた恥芯が露わにされた。

　エルヴィンは円らな肉粒に直接触れることなく、その周囲だけ丹念に舌を這わせる。

（こんなの、嫌だ）

　恥ずかしい場所を唇で直接愛されたのは、これが初めてだった。

　以前なら嬉しかっただろうその行為が、今は素直に受け止められない。

　いつもエスいエルヴィンだが、決して乱暴ではなかった。強引だが、こんなふうに強制されたことは一度もなかったのだ。

「ん、ふ……ヤああっっ……ッ！」

　口元にあった手を下肢に伸ばして、エルヴィンの舌を遮断しようと試みるが、すかさず捕獲され、肘掛けに固定されてしまう。

「自分で脚を上げろ。恥ずかしいくらい股を広げるなら、すぐに挿れてやる」

「嫌です。そんな恥ずかしいこと、絶対に嫌です」

「恥ずかしいのがいいんだろう？　俺の顔を見た途端、こんなに濡らしていたくらいだからな」

　幾度となくリリアベルを抱いてきたエルヴィンにはお見通しだったのだ。

　生徒会室のドアを開け、エルヴィンの姿を認めた瞬間、腰の奥がじわりとした熱に襲われていたのにリリアベルも気づいていた。

「……早くしたほうがいいぞ」

　言いながらも、エルヴィンはベルトの留め具に手を掛けていた。

　リリアベルは呪われたのだ。エルヴィンの熱に生涯囚われるという呪縛だ。

　ガチャガチャと音を鳴らして外される金具の音にさえ、胸がきゅうと疼いてくる始末だ。

「早くしなかったらどうなりますか」

　言いなりになるのも癪で、反抗を試みる。

「無理矢理突っ込んで、これでもかというほど喘がせてやる」

　エルヴィンは余裕の笑みを浮かべたが、悪魔のような微笑は、彼が冗談を言っているわけではないことをひしひしと伝えてくる。

　渋々ながら、リリアベルは自身の膝裏にそれぞれ腕を通し、秘所を広げる体位を取った。

　ものすごく無茶苦茶に恥ずかしい格好をしている自覚はある。

　リリアベルを見つめるエルヴィンの瞳が冷静なのが、恥ずかしさに拍車をかける。

「やればできるじゃないか」

　エルヴィンが自身の屹立をリリアベルに宛がった。

　一人掛けのソファとエルヴィンに挟まれるような体勢は、これっぽっちも逃げる隙間がない。

　丸みを帯びた剛直の先端がズブズブとぬかるみに沈み込んでくる。その独特の圧迫感は、何度抱かれても慣れる種類のものではない。

「んんんーーー……っ！」

　ぎゅう、と無意識で蜜洞を締めつけると、懲らしめるように一息で熱杭がぶちこまれた。

「あ……ぐ……ぅっ」

　柔らかなソファに完璧に固定された状態で、最奥を繰り返し穿たれる。

　ひたすら激しく責められて、涙目になってくるけれど、苦しいわけではないから困ってしまう。

（私、本当にどうかしてる。すごく気持ちいいい……っ！）

　腕で抱き上げていた膝に胸の先端がこすれて、無意識でいやいやしてしまう。

「リリアベルの体が良すぎて、心底腹立たしい」

　柔らかな体を乱暴に穿ちながらの言葉は、けれど甘い響きがあった。

（こういう言葉が出てくるのも、強制力のせいなんだろうな）

　考えれば考えるほど、悲しくなってくる。

「おまえはどうして俺のものにならないんだ。これほど抱いても駄目なのか」

　こんな状況でもなければ、素直に喜べた言葉だったかもしれない。

　けれどリリアベルは父を通じて知ってしまったのだ。

　呪いが解けてしまえば、リリアベルとの関係を清算するのが可能になる保険をエルヴィンが用意していたことを。

「金で女を買ったくせに、好かれたいなんて厚かましいですよ」

　溢れてきそうな涙を喉元で我慢しながら、いかにも憎々しげに言い放つ。

　リリアベルは当初、そこまで言うつもりはなかった。

　強制力からエルヴィンを解放してやりたくなったのだ。

　罪悪感を抱えることなくエルヴィンがリリアベルから離れられるように、あえてきつい言葉を選んだ。

「もういい。何も言うな」

　言い終えるや、エルヴィンが噛みつくようなキスをしてきた。

　がっぷりと唇を塞がれ、喉の奥に届くかのように舌を差し入れられると、くぐもった声を漏らすことしかできなくなる。

　それでも、パンパンと小気味いい水音を立てて互いの肌をぶつけ合うと、快感が高まってきて頭の芯がぐらぐらとしてくる。

「うぅ……う、んン！　ん、ん、んぅっ！」

　屹立の側面で繰り返し恥芯をこすられるのも良すぎて、爪先を震わせながら絶頂を迎えてしまった。

「――――――もうこの部屋には来るな」

　エルヴィンはうんざりとしたように溜息を吐いて、リリアベルから離れてしまう。

「もう個人的な理由でおまえと会うことはない」

　長机に畳まれていたひざ掛けをリリアベルに投げ渡すと、エルヴィンは生徒会室を出て行った。

　覚悟の上の行動だったので、エルヴィンからの会わない宣言に驚きはない。

　リリアベルによるエルヴィン攻略ルートは、これにてエンドというわけだ。

（どうしてもモフモフ化したくないなら、私以外でも構わないんだし）

　エルヴィンが自分ではない誰かを抱くと想像しただけで――あの優しい温度が別の女性を包み込むのだと考えるほど、胸が張り裂けそうになってくるが、

（一言でいい。父と直接やり取りしていた真意を打ち明けて欲しかっただけなのに）

　などと未練たらしく涙を零す自分が情けなかった。






　　　　　＊






　三日間の日程が組まれた学園祭は、早くも最終日を迎えていた。

　学園祭での庶務の役目は、役員たちのフォローである。

　エルヴィンの補佐役をする予定だったリリアベルは、その任を自ら辞したため、校内の見回り役を買って出た。

　同じ順路を周回するだけの単純な仕事だが、理事長の方針で急遽学園が自由開放されることとなり、多くの来場者が見込まれた中、見回り役が不足していたのだ。

　ストーリーの混線を警戒しているリリアベルとしては、願ったりかなったりの仕事だったりする。

（攻略対象全員に、学園祭イベントがあったんだよね）

　学園祭会場となる学園の敷地面積は広大で、それこそ巨大ドーム何個ぶんもの広さを有しているが、攻略対象の行動範囲は限定されている。

　未配信キャラのエルヴィンとアーサーが不確定要素だったので、自由に校内を見回れる立場は正直助かる。

（楽しそうだなあ）

　グラウンドが見渡せる渡り廊下の窓から、キャッチボールをするマクシミリアンとレオが見えた。

　俺様属性と甘えん坊キャラは相性がいいらしい。学年が異なる二人なのに一緒にいるのを、たびたび見かけていた。

　二次創作界隈でいじられそうなカップリングだが、そういった嗜好のないリリアベル視点では、仲良し兄弟に見えて微笑ましい。

「あっ！　リリちゃん発見っ」

「エルヴィンとは別行動だったのか？　おひとり様なら遊んでやってもいいぞ！」

　視線に気づいた二人が、リリアベルが立ち止まる渡り廊下に向けて手を振ってくれた。

「まだ見回りのお仕事中だから、後夜祭で会おうね！」

　手を振り返して見回りに戻る。

　開け放たれた窓から、吹奏楽部の軽やかな楽曲が秋風に乗って流れてきた。

（エルヴィン様も講堂にいるのかな）

　生徒会代表として演奏会を鑑賞予定だったエルヴィンだが、猫化の制限時間が迫っていた。

　……最後に性交したのがリリアベルであればの話だが。

（ハッピーエンドに分岐済みだからって、油断はできない）

　とっくにバッドエンドが回避された状況で、最も困るのは、混線が起こった時にもたらされる影響だ。

　考えられるトラブルをかたっぱしから書き出し、念入りにシミュレーションは済ませてあるが、ユウナがジークフリートと学園祭イベントを成功させるのが最適解に決まっている。

　配信済みストーリーに沿っていれば、ユウナとジークフリートは模擬屋台が並ぶ体育館で、仲良く買い食いを楽しんでいる頃だ。

　やはりユウナが聖女覚醒に失敗していたことは、観察の上で確定していた。なんら支障なく、ハッピーエンドストーリーを進んでいるのも確認済みではあったが。

（――……）

　少し考えてから、リリアベルは踵を返す。

　これから体育館を見回るスケジュールが組んであったが、まだいくらか時間に余裕がある。

　見回りスケジュールにない生徒会室に足先を向けた。

（人前でのモフモフ化を避けて、王城に戻っていて欲しいけど）

　あるいは他の誰かと性交を持つかしなければならないが、どうしてもエルヴィンの行方が気になって、遠回りすることにした。

　間もなく到着して扉を開ける。

　室内に人影を確認し、リリアベルは目を丸くした。

「どうしてここにいるんですか」

「君こそ、どうしたんだい。ハートネットさんは巡回役だっただろう？」

　風に揺れるカーテンを背景に振り返ったのは、赤髪紅瞳のジークフリートだった。

「少し時間ができたので寄ってみたんです。ジークフリート先輩はどうしてここに？　ユウナ先輩とご一緒してたんじゃないんですか？」

「その予定だったんだけどね。理事長がユウナに用があるみたいで、別行動になったんだよ」

「そうだったんですか。急な別行動だと、ちょっと寂しいですね」

「はは、ずっとべったりしているから、少しはユウナに自由な時間を持たせようって、理事長が気を使ってくれたのかもしれない」

　照れ隠しなのか、ジークフリートが後ろ頭に手をやった。

「そういえば、模擬屋台の追加出店の紹介パンフレットが刷り上がっていたんです。お持ちになりますか」

「助かるよ。もらっていこうかな」

　ヒロインが理事長に連れ出されるエピソードがあったのは、ジークフリートルートではなく、マクシミリアンのそれだったはず。

　またしても混線が始まっているのかな、と考えを巡らせながら、棚の引き出しからパンフレットを二部取り出す。

「はい、どうぞ」

　ジークフリートに渡したところで、リリアベルは完全に動きをフリーズさせた。

（――――――――――え？）

　どうしようもない違和感がこみ上げてきて、リリアベルはジークフリートを凝視する。

　違和感の正体はすぐに理解できた。

　ジークフリートの胸元を飾る、赤色のネクタイピンだ。

（このネクタイピンは確か、実装が間に合わなかった課金アイテムだったはず）

　リリアベルの視線を釘付けにするネクタイピンは、ジークフリート専用の課金アイテムだった。

　公式ＳＮＳの画像付き予告によれば、攻略対象全員に専用課金アイテムが登場し、それを使うと、彼らの呪いが緩和されるとあったのだ。

　システム上の親密度を急激に上昇させる付与効果があり、アイテム購入後も、上昇速度が通常より速く設定されるという追加効果も持っている。ルート分岐でノーマルエンドやバッドエンドに向かっていたとしても、一発逆転でハッピーエンドルートを狙えるようになる最強アイテムである。

　ちなみにジークフリートの専用アイテムであるネクタイピンには、〝存在感アップ〟の効果が付与されると予告されていた。これを着用することで人々から忘れられにくくなり、忘却の呪いが緩和されるという仕組みだ。

「あのう、ちょっと質問なんですけど」

「ああ、これのことかい？　学園指定のものではない赤色のネクタイピンなんて、やっぱりおかしいかな」

「いえ、とてもお似合いです」

「そうかい、ありがとう」

「ご自分で購入されたんですか」

　いや、と首を振ったはにかみ顔に、ほんのりと赤みが差した。

「ユウナからもらったんだ。売店に売っていたそうだ」

「売店に、ネクタイピンが」

「そうなんだ。おかしいだろう、文房具の隣に装飾品を並べるなんて。売店も何を考えているのやら」

　――――……間違いない。専用課金アイテムが登場したのだ。

（これって、またバグだよね!?）

　そうとしか思えないが、リリアベルにとっては朗報でしかない。

　今後どう転んでもバッドエンドにならないチートすぎる確約アイテムのようなものだし、何よりも、エルヴィンのぶんも扱っていれば言うことなしだ。

「急にどうしたんだい、ハートネットさん」

「慌ただしくてすみません、用事があったのを思い出しました！　ユウナ先輩によろしくお伝えくださいっ」

　言いながら退室し、廊下を猛ダッシュで突き進む。

　喧嘩別れしたばかりだったけれど、それとこれとは別の話だ。エルヴィンが苦しみから解放される可能性があるなら、なんだってしたい気持ちに変わりはない。

（エルヴィン様の専用アイテムを買いに行かないと！）

　階段に差しかかり、一段飛ばしで降りていくのももどかしくて、三段飛ばしで降りていく。

　急げ急げ、と頭の中はそれ一色に染まっていた。

　途中で、「にゃあ」と鳴いた白猫が踊り場の端にいるのが視界に入った。

　白猫に姿を変えたエルヴィンを見るのは、入学式以来、初めてのことだった。

　忌み嫌われる獣の姿を晒しても構わない覚悟で校内に居残っていたのだろうが、そんな姿のままでどこに行こうとしていたというのか。

　立ち止まって、ちょっとだけキスしていけば、とりあえず白猫の姿から解放してやれるが、その時間すら今は惜しい。

　もし売店でエルヴィン専用アイテムも扱っていたと仮定して。

　別の生徒によって購入されない保証がない以上、先を急ぐしかない。

「エルヴィン様、ごめんなさい！　すぐ戻りますから！」

　専用アイテムを扱い始めたという売店へと、まっしぐらで駆け抜ける。

（あ、あった……っ!!）

　ジークフリートが言っていたように、ノートや鉛筆といった筆記用具と並んで鎮座していたのは、王冠のチャームが揺れる動物用の首輪だった。

　見間違いなんかじゃない。以前はなかったラインナップだ。

　アイテムの名称なのだろう、〝モフらない首輪〟と書かれたプレートが付けられている。

　他にも、〝心まできれいになる最強の解毒薬〟や〝ギンギンで眠れなくなる目覚まし時計〟が置かれていたが、見る限りアーサー専用アイテムは置かれていない。アーサーのぶんだけ、配信準備が追いついていなかったのかもしれない。

「〝モフらない首輪〟が欲しいんですけど、値段はおいくらですか」

　依然としてステータス画面を開けないリリアベルだし、今回も店員に相手にされないかもしれないが、

（実装されなかったネクタイピンが販売されるなんていう、とんでもバグが発生しているくらいだし。モブでも専用アイテムが購入できるバグが発生したっておかしくない）

　ダメ元で、乱れた息を整えながら店員に訊く。

　店員は「百ゼニーです」と答えた。

「――ええっ、ゼニーですか？　ゴールドじゃなくて？」

〝ゼニー〟とはルミナリアの学徒におけるゲーム内での通貨単位のことだ。

　だがしかし、この世界の通貨単位はゼニーではない。〝ゴールド〟だ。

　今までは売店でもゴールドで購入できるものしか扱っていなかったのに、いきなりゼニーと言われても混乱してしまう。全くもって納得できない。

「本当にゼニーでしか買えないんですか。ネクタイピンを買っていった副会長がいたはずなんですけど」

「ユウナさんですよね。彼女はログインボーナスが貯まっていましたから。そちらをご利用いただいた結果、無料進呈、という形になりました」

　ログボとか。そんな言葉が、まさかこの世界で聞ける日が来ようとは。

「モフらない首輪ですが、素晴らしい効能を持っていますよ」

　店員の商品説明によると、モフらない首輪を猫化した人に着けると、性交時と同じ効果が得られるのだという。

　一度の購入につき最大五回までしか使えない使用制限があるそうだが、これがあればエルヴィンの生活はかなり有利なものになるだろう。

「ちなみに、私のゼニーは貯まっていましたか……？」

　ダメ元のダメ押しで聞いてみたが、やっぱりダメなものはダメだった。

「わかりません」を店員は今回も繰り返す。

「〝お相手変更の生徒手帳〟も扱っていますよ。いかがですか？」

「ゼニーがないから買えません！」

　悔しい。控えめに言って、ものすごく悔しい。

　かくなる上はユウナに頼んで、モフらない首輪も購入してもらうしかないだろう。

（とにかく、エルヴィン様のところに戻らないと）

　猫化したエルヴィンをこれ以上放置するのは危険だ。

　エルヴィンの下へと急いだリリアベルだったが、踊り場に白猫の姿はなかった。

　どこに移動したのだろう。生徒会室を覗いてみたが、誰もいない。念のため、ソファの下や引き出しの中も見てみたけれど、エルヴィンはいなかった。

（そもそも、どうしてエルヴィン様は講堂ではなく校舎内のほうに残っていたの？）

　配信予定だったエルヴィンのストーリーでは、そうなっていたのだろうか。

　時間制限を見誤って事故的に校舎内で猫化してしまい、ヒロインが助けに行く――みたいな内容で。

（これも強制力のせいだったのかな）

　事前に猫化するとわかっていただろうに居残ってしまったのは、ヒロインの助けを待つ正規ストーリーのせいだった可能性がある。

　もちろん、エルヴィンが待っていたのはヒロインであるユウナではない。リリアベルだったはずだ。

　エルヴィンはリリアベルを信じて待ってくれていたに違いない。

　猫化する前に助けに来てくれるはずだと。なんだかんだ言っても、見捨てるはずがないと、信じようとしてくれていたのだ。

（いた！）

　グラウンドの隅に白猫はいた。

　心なしかちょっと寂しそうに見えて、リリアベルの疾走の速度が上がる。

「――エルヴィン様……っ、さっきは本当にごめんなさい！」

　外履きに履き替えるのも面倒で、グラウンドが見渡せる一階渡り廊下の窓枠を飛び越えて、エルヴィンの下へと急ぐ。

　リリアベルに気づいた白猫がちらりと視線を寄越したが、不愉快そうに瞳を伏せてしまった。

　半ば無視して走り去ったリリアベルに怒っているのだろうけれど、当然の反応だ。

（モフらない首輪について報告しないと。ユウナならきっと購入できるから、頼んでみるつもりだって言ってみよう）

　一歩、また一歩とリリアベルはエルヴィンに近寄っていく。――と、その時だった。






　――突如、澄み渡った秋空にまばゆい光がほとばしる。






　天から矢のように閃光が降り注ぎ、グラウンドの中心で抱き合う男女にスポットライトを浴びせた。

　どこからともなく高らかにファンファーレが鳴り響く光景は、見覚えがあるものだった。

「え？　どうして？　嘘でしょ……？」

　リリアベルは呆然と立ち尽くす。

　それは、ヒロインがジークフリートとハッピーエンドを迎えた場面だった。

　卒業式を終え、天高く澄み渡った青空を大きな虹が装い、しかと抱き合うヒロインとジークフリートのムービーの後、後日談となる二人揃っての隣国留学エピソードがエンドロールとなって流れていく――そんなラストだったのだ。

「これ、エンディングだよね？　でも、まだ十月なのに……？」

　愕然とするリリアベルに、心底呆れたような溜息が返された。

「おまえが何を言っているか、さっぱりわからん」

　ぎょっとして声のほうを振り返る。

　もうエルヴィンは白猫の姿をしていなかった。

　きっちり制服を着こなした生徒会長の姿で、リリアベルの前に立っていた。

「なぜかわからんが、どうやら俺の呪いは完全に解けたようだ」

　エルヴィンは自身の身体を確認するように、掌を閉じたり開いたりを何度か繰り返す。

（間違いない。ユウナがジークフリートルートをクリアしたんだ）

　つまりそれは、攻略対象全員の呪いも完全に解呪されたということだ。

「あ、あの。エルヴィン様。私の話を聞いてもらえませんか」

「断る」

　ピシャリとはねつけられ、リリアベルはビクリと体を揺らして口をつぐむ。

　いつになく静かな口調が、エルヴィンの怒りの大きさを物語っているようで、頭の芯を凍りつかせる。

「……俺を置いていった薄情者のくせに。獣の姿になれば、必ずおまえは助けてくれるだろうと、期待してしまった自分の愚かさに反吐が出る」

　ぎり、とエルヴィンが歯を食い締めた。

　何を傲慢な、と責めてやれば良かったのかもしれない。

　エルヴィンのほうこそがリリアベルを甘く見ていたではないか。それなのに、都合よく助けに来てくれると信じていただなんて、勝手すぎる話だ。

　しかしリリアベルはエルヴィンを責める気になれない。こんな状況になっても、やっぱり彼のことが好きなのだと思い知ってしまうばかりだ。

　――まさか、卒業式を待たずしてエンドロールを迎えてしまうだなんて。

　想定外中の想定外な出来事だったが、あり得ないことではない。

（聖女覚醒に失敗したのが影響しているのかも）

　リリアベルの想像でしかないことだが、システム上における聖女覚醒は、リミッターの役割を果たしていたのかもしれない。

　例えばの話だが、親密度が高くなり続けても、聖女覚醒イベントを経なければ次の段階に進まず、ストーリーの途中でクリアしないようにゲーム設計がされていたという仕組みで。

　今回聖女覚醒しなかったユウナの場合、ジークフリートルートではリミッターが作動しなかったため、親密度アップの効果を持つネクタイピンの購入で一気にゲームクリアの条件に達し、エンドロールが流れてしまったのだとすれば、一応の説明がつく。

　とんでもない話だが、このゲームならありそうだと思わせるところが罪深い。

　いずれにしてもバグなのだろう。いや、バグに決まっている。

　シナリオの途中でクリアできてしまうバグなんか抱えていたら、そりゃあ爆速サ終にもなるというものだ。

（バッドエンドにならなかったんだから、これで良かったんだよね）

　まあいいか、と言えないのは、かつて自分を抱いたエルヴィンの温度がリリアベルから離れてくれないせい。

（エルヴィン様から離れることを望んだのは、誰でもない、私本人だったじゃないか）

　けれど、先ほど踊り場でエルヴィンを置いてけぼりにしたのは間違いだった。

　入学式の日のように、猫になったエルヴィンを抱き上げて、二人一緒に移動すれば済む話ではなかったか。

　……そんなタラレバの話をしても意味がないのもわかっているのだけれども、考えずにはいられない。

「じゃあな」

　エルヴィンの拒絶は、たった一言だけだった。

　それだけ言い残し、エルヴィンはグラウンドから校舎へと去っていく。

「おめでとう、ユウナ！」

「おめでとう、ジークフリート！」

　グラウンドの中央では、後夜祭で披露するダンスの練習をしていた生徒たちが、ユウナとジークフリートの二人を円で囲み、軽快に踊ってカップリング成立を祝っていた。

　ジークフリートルートにおけるハッピーエンドのムービー内では、卒業式を終えた後、出し物のダンスで在校生が二人を祝福していたはずだ。

（十月にクリアすると、学園祭用のダンスに変更されるのか）

　場違いにそんなことを考えながら、リリアベルは空を仰ぐ。

　上を向けば涙が零れないという歌を前世で聴いたことがあった。あれは本当だったと転生してリリアベルは知る。

「――……本当にこれで終わっちゃったんだな……」

　終わったのは、ゲームだったか、シナリオだったか。

　あるいは、恋が終わったのかもしれない。

　ナイフを突きたてられたかのように、胸が鋭く痛み続けていた。






　――国王陛下急病のため、エルヴィンが休学届を提出したのは、その日のうちのことだった。

















第四章　ゲームクリア後もバグですか？












　この世界では、春になると桜が咲く。

　甘い芳香を放ちながら、薄桃色をした花が揺れるのを眺めていると、「やっぱりこの世界は日本製の乙女ゲームの世界だったんだな」と再認識してしまうのだけれど、振り返ってみればストーリーが進行していたのは、入学式から学園祭までのわずか半年の期間でしかなかった。

　学園祭後、売店の店員にステータス情報を訊きに行ったら、

『おかしなことを言わないでください』

　と一笑に付された。

　売店のラインナップも元に戻っており、特殊アイテムがあった場所には、この世界で人気があるキャラクターもののファイルが置かれていた。もちろん値段はゴールドで。

　ユウナとジークフリートは、あれから正式に交際をスタートさせている。

　アーサーは未確認だったけれど、レオとマクシミリアンについては、呪いが消滅していたのを確認済みだ。

　バグや混線も新たに起こっていない。トラブルありきのイベントも皆無だった。

　というより、ゲームでプレイしたことのあるストーリーではなく、普通の学園生活に戻っていた。

　それらを根拠にゲーム終了が確信できたのだが、今日も今日とて、平和な日常が続いている。

　――今日、聖ブライティ学園高等部では、卒業式が行われる。

　全校生徒が集まる講堂では、エルヴィンが答辞を読み上げていた。

「卒業生を代表して、本日集まってくださった皆様にお礼を申し上げます」

　まだ肌寒い空気を震わせるように、講堂の隅々まで、朗々とした声が響き渡る。

（何度聞いてもいい声だなあ）

　学園祭の翌日から、エルヴィンは休学状態に入ってしまった。

　単位は足りており、全欠席しても卒業可能だったエルヴィンだが、今日この卒業式のためだけに登校したのである。

　国王陛下の容態は安定しているものの、まだ公務に復帰するには不安を残した状態にあると聞き及ぶ。

　欠席日数が多かったエルヴィンは国立大学校の推薦が取れず、一般受験で合格を得ていたが、引き続き国王代理の仕事が山積み状態であったため、進学の見通しが立たない状況にあるとのことだった。

『まあ、王太子だから仕方ないのだろうが――おまえらの関係はどうなっているんだ。見たところ、連絡すら取っていないようだが』

　そんな風にぼやいたのは、隣国への帰国を取りやめ、国立大学校に推薦合格を果たしていたマクシミリアンだった。

　どのルートでもこの国に残るエンドを迎えるマクシミリアンだが、いつもの偉そうな態度を引っ込めて、心配そうな表情をリリアベルに向けていたので、苦笑を返しておいた。

『エルヴィン様と私のこと、ご存じだったんですね』

『あれで隠していたつもりだったのか。役員付きは、みんな知っていたはずだぞ』

『それでも、内緒にしてくださいね』

『もうエルヴィンとは別れたから、言わないで欲しいということか？』

『別れるも何も……』

　言い淀むと、フン、と鼻で笑い飛ばされた。

『何があったか知らんが、別れるかどうかは、あいつの性格を考えてからにしたほうがいいと思うけどな』

『性格ですか。真面目な人とか、そういうことをですか』

『そうじゃねえよ。あいつは不器用な奴だっただろって言ってるんだ』

　マクシミリアンの言葉に、ハッとした。

（そうだったよね。エルヴィン様は不器用な人だった）

　エルヴィンは自身の気持ちを言葉にして表現するのが難しい性格をしている。

　王太子という立場のせいもあってか、本心をうやむやにすることもしばしばだ。

（あの時、脊髄反射なんかしなければ良かった）

　エルヴィンに〝傷物〟と言われ、激昂した件だ。

　忌々しいとされる獣の姿になってしまう危険をおかしてまで、リリアベルを待っていたエルヴィン。

　傷物呼ばわりは絶対にマズかったし、金で解決したように見えるやり方もどうかと思うが、ただ漫然とリリアベルを抱き続けていたわけではなかったことにこそ、エルヴィンらしい、不器用な愛情表現があったように思えるのだ。

　――ハートネット商会の販路拡大は順調だ。

　エルヴィンとリリアベルの仲がどうなっても、契約を違えることはない、と約束されていたのだろう。

　まだ父にはエルヴィンとのその後について打ち明けていなかったが、遅かれ早かれバレてしまうのは避けられない。春休みに帰省したら、今度こそ父にエルヴィンと終わったことを話すつもりでいたのだけれど――

（これで本当に、エルヴィン様と永遠にお別れになってもいいの？）

　エルヴィンが好きだった。

　過去形だ。

　そもそも、リリアベルなんかでは手が届かない尊い人だった。

　そんな彼と体を重ね合い、限られた期間ではあったけれど、気持ちを通わせることができたのだ。もうリリアベルに悔いはない――……そのはずなのに、どうして胸の奥がキリキリと痛むのだろう。

「卒業生、退場！」

　司会を担当する教師の号令で、軍隊さながらにタイミングを揃えて卒業生全員が起立する。

　講堂の両脇に控えていた吹奏楽部がしめやかな音楽を奏で始めた。

　しっとりとした雰囲気の中、卒業生たちが順に退場していく。

　運動部の前本部長だった男子生徒が列の先頭を務めていたが、最後尾は前生徒会長兼最優秀成績賞を授与されたエルヴィンである。

（……こっちは見てくれないよね、やっぱり）

　いよいよ最後尾が見えてきて、リリアベルの鼓動がドキドキと逸り始める。

　どうせエルヴィンは見てくれないのだから、心ゆくまで、ばっちり見つめてしまえばいい。

　そんな不届きなことを思いついてしまい、リリアベルは上目遣いに視線を上げる。

（やっぱり無理）

　エルヴィンの顔が遠目で見えたところで、マッハの速度で顔を伏せてしまった。

　――もしエルヴィンがリリアベルを見つめていたら。

　そう考えると怖かった。今さら、どうふるまえばいいかわからない。

　――エルヴィンがリリアベルを見ることなく、前だけ見ていたとしたら。

　そう考えても、同じくらい怖かった。今度こそ、立ち直れなくなりそうで。




　卒業式後。

　肩を落として教室に戻ろうとするリリアベルを、アーサーが呼び止めた。

「その石の意味は知っていた？」

　アーサーが自身の首元を、トントンと指先で叩いてみせる。

　リリアベルは制服の下のその場所に、金鎖のネックレスを着けたままだった。

「どうしてネックレスを着けているのがわかったんですか」

「女体学を専門にすると、何でもお見通しになっちゃうんだよ。ある意味、透視能力みたいなものかな」

「透視能力とか、ホント無理です。先生が生徒にセクハラなんて洒落にならないですよ」

「今の時代、ハラスメントだらけで生きづらいよね～」

「時代とか、そういう問題じゃないと思いますけど」

「リリアベルさんってば、今日は一段と手厳しいなあ」

　卒業生たちとの最後の逢瀬に行っているのか、二年生の教室が並ぶ廊下は閑散としている。

　窓際でアーサーと立ち話をしていても、たまに通りかかる生徒は気にすることなく、廊下を素通りしていく。

「もちろん透視能力っていうのは嘘なんだけどね。本当のことを言うと、まだ療養中の国王陛下から聞いていたんだよ。エルヴィンが求婚を決めたみたいだ、ってね」

「へ？　陛下が？　というか、求婚って何の話ですか？」

「そのブラックスターはね、歴代の王太子が母后から譲られてきた、由緒正しい求婚のための王家の秘宝だよ」

「――――――はい？」

　鳩が豆鉄砲を食らった顔、という慣用句が前世の世界で使われていたが、まさにリリアベルはそんな顔をしてしまったかもしれない。

（アーサー先生は何を言ってるの。陛下？　求婚？　王家の秘宝？）

　心の準備なくアーサーからぶつけられた豆を、茫然としたまま、ゆっくりと咀嚼する。

「どうしてそんな大事なものが、私になんか……っ!?」

　アーサーはたぶん本当のことを言っている。

　お調子者の彼だが、こういう種類の嘘を吐く人ではないのだ。

「どうしてって、おかしなことを言う子だね。エルヴィンがリリアベルさんと結婚したいと思ったから贈られたんでしょうが」

「結婚？　私とエルヴィン様が？」

「エルヴィンはね、どうしても初恋の女の子を諦められなかったんだ」

　疑問符だらけの言葉しか口にできないリリアベルに、アーサーはクスクス笑いながら教えてくれる。

　――エルヴィンが六歳の時のこと。

　王城庭園に迷い込んだ女の子に、彼は一目惚れしてしまったのだという。

　アーサーいわく、

「信じられないくらい、泣き顔が可愛かったんだって。だけど同時に、もう泣かないように守ってあげたいとも思ったそうだよ。王城庭園でコッソリ泣くのは、自分だけでいいんだから――そんな気持ちになったんだって」

　とのこと。

　そして彼は、どうしてもまた女の子と会いたくて、秘薬を服すタイミングを完璧に自制できるよう、初めて真剣に呪いと向き合うようになったのだという。

　それまでは、呪われた我が子が不憫だと嘆いてばかりだった国王と王妃だが、エルヴィンの心の変化に成長を感じ取り、大変に喜んだそう。

　そしてエルヴィンが見初めたという女の子と友人になれるよう、取り図ろうとしたのだが。

『彼女に嫌われたくない。迷惑をかけたくない』

　エルヴィンはそう言って、頑として受け入れなかった。

　しかし一方でエルヴィンは仲のいい宮廷侍医に頼み込み、女の子を遠くから見られる機会があるたびに、定期的に城外へと連れ出してもらっていたのだ。

「小さな子どもの初恋なんて、大抵は大人になれば化石に変わるものだよね。忘れ去られてしまうくらい遠い過去に生きていた宝物みたいなものだから」

「でも私は、王城で迷子になって迷惑をかけた側ですよ」

「小さな子どもだからって、一目惚れしちゃいけない法律なんてあったかな？　迷子だった女の子に、孤独だった自分を重ねてしまったんだからアリだと思うけど」

「エルヴィン様との再会にしてもそうです。私は猫を……モフモフを助けただけなのに」

「エルヴィンが惚れ直すのに、それ以上の理由が必要かな。というか、リリアベルさんはエルヴィンの本性を知っていた？　あの子はね、君が思っている十倍くらい――いや、百倍くらい執念深いところがあるんだ。ストーカーの才能があると思うよ」

「エルヴィン様はそんなことしないと思います」

「そりゃあ王族だもん。女の子のお尻を追いかけるなんてみっともないことしたら、貴族だけじゃなくて国民にまで恥をかかせることになっちゃうじゃない」

「――……そういう話なら、なんとなくわかります。私みたいな平民上がりじゃあ理解できないくらい、体面を気にする世界があるっていう話ですよね」

「そういうこと。だからエルヴィンの初恋は小さな子にありがちなものとして終わっちゃうだろうなーって思っていたんだけどね」

　アーサーが続けて言うには、初恋の女の子が同じ中等部に進学してきても、エルヴィンは知らん顔をし続けたのだそう。

　呪われた自分には高嶺の花だから近づけない、と自身を律していたらしいが――。

「あの日、僕はあんなに嬉しそうにするエルヴィンを初めて見たよ。獣の姿をしていたのに、遠くから見つめることしかできなかった初恋の女の子が、恐れることなく助けてくれたんだからね。自制心なんて吹っ飛んじゃうでしょうが」

　感慨深そうに、窓の外にアーサーが視線を流す。

　校庭に植わる、桜並木が春風に揺れていた。

　アーサーが言う〝あの日〟とは、ちょうど一年前のことだろう。

『ログインしました！』

　電子音が頭の中に鳴り響いた日の出来事だった。

「アーサー先生。私、行かなきゃ」

「うん。行ってらっしゃい」

　女体学とか気持ち悪い、なんて言ってしまってごめんなさい、とリリアベルは内心で謝罪した。

　アーサーの紫色の瞳が優しい光を宿しているのを見届け、リリアベルは踵を返す。

　が、ふと気になって振り返る。

「一つだけ教えてください」

「専門外のことでも、リリアベルさんには特別に教えてもいいよ」

「そういうセクハラサービスは、ごめんなさいなんですけど。エルヴィン様の初恋のお話を、どうしてアーサー先生がご存じだったんですか？」

「僕が宮廷侍医をしていたからだよ」

　ん？　とリリアベルは首を傾げた。

　……年齢が合わない。

　宮廷侍医は実務経験豊富な医師しか就けない特別職だ。自然と、老齢の者が選ばれる。

　つまりアーサーでは宮廷侍医職に就けないということであるのだが。まして、十年以上前の話なのに。

（そういえば、アーサー先生の年齢は知らなかったよね？）

　ルミナリアの学徒における攻略対象の年齢は非公開とされていたが、学生の肩書があったため、所属学年から特定することが可能だった。

　――一人だけ、生徒ではない人物を除いて。

「実は僕、三百歳なんだ」

「あー……――なんて言うか、その……。私、見たことがあったんです」

「うん、知っていたよ。僕が吸血しているところにうっかり通りかかっちゃったんだよね。みんなに内緒にしてくれてありがとう」

　なるほど、と腑に落ちる。

　アーサーは吸血の呪い持ちではなかったということだ。

（アーサー先生は本物の吸血鬼だったんだ）

　ゲームの攻略対象だったから、アーサーも呪われていると断定していたのだが、リリアベルの思い込みでしかなかった。売店でアーサー専用アイテムを扱っていなかったのもそういうわけなのだろう。

　乙女の血を啜っていたのは、呪いではなく体質だったのだ。

「エルヴィンみたいな直系王族しか知らない話だから、引き続き内緒にしてね」

　パチン、と片目を瞑ったアーサーに、「ふふっ」と思わず笑いを零してしまう。

　自身が長寿の吸血鬼であることは、秘密のままにしておきたかっただろうに。

　エルヴィンの初恋の話を伝えるには、打ち明ける必要があったのだ。

「ありがとうございました、アーサー先生！」

「どういたしまして。万が一エルヴィンに振られても、僕が手取り足取り腰取り、渾身丁寧に慰めてあげるから安心してね」

「今度は私が執念深く頑張るつもりなので、間に合ってますっ」

「冷たいなあ。でも、そういうところが素敵だよ～」

　お互いにヒラヒラと手を振り合って別れた。

（アーサー先生のストーリーはどんなものだったんだろう。特殊体質が治る方法が、いつか見つかるといいな）

　今度こそリリアベルは走り出す。首元でブラックスターのネックレスが跳ねた。

　――これについては最初から、バグではなかったのかもしれない。いや、きっとそう。

　バグと混線だらけのストーリーだったが、エルヴィンルートを攻略したモブなんていなかったのだ。

　初恋を成就させようと奮闘するエルヴィンとリリアベルの物語が始まったに過ぎなかった。

（どこにいるの？）

　退場済みの卒業生が控えていたはずの講堂入り口に回ってみるが、すでに群衆はまばらに散った後だった。

　居残る人たちの中にエルヴィンがいないのを確認してから、次は生徒会室に向かう。

　鍵は掛かっていなかったが、無人だった。

　講堂裏口まで戻ってみるが、白猫が倒れていた茂みが懐かしいばかりで、エルヴィンは見当たらない。

　物置部屋、保健室、教務室、放送室。寮に近い場所に併設された食堂にも足を伸ばしてみたが、エルヴィンを見つけることは叶わなかった。

　それでも諦めずに、何周も校舎を回り尽くしてみたのだが――

（――王城に直帰したのかもしれない）

　先刻までのリリアベルのままだったら、「もう遅かったんだわ」と諦めていたことだろう。

　けれどもう足を止めるつもりはない。

　全てを知る齢三百歳が励ましてくれているのだ。これ以上心強いことはない。

（王城を訪ねてみよう）

　不審者扱いされそうだが、行ってみるしかないだろう。

　制服のままで登城するのは、さすがに憚られる。

　いったん寮に戻り、ギリギリ正装に見える私服に着替えて向かうことにする。

「もっとちゃんとした服を持ち込んでおけば良かった」

　自室に戻るなりクローゼットを漁ったのだが。

「――遅かったな」

　卒業式で答辞を読み上げていたイケメンボイスが真後ろから響いて、「ぎゃあ！」と声を上げて振り返る。

「静かにしろ」

　しい、と指を立ててエルヴィンに促され、リリアベルはこくこくと頷いて従った。

「どうしてエルヴィン様が女子寮にいるんですか？」

　声を低めて問う。

　エルヴィンは決まり悪そうに後ろ頭を掻いていたが、返答は完全に開き直るものだった。

「どうしてと言われてもな。忍びこんだからだとしか言えない」

　まるで居直り強盗の言い分だが、侵入した事後である。

　さて何から話そうかと考えていると、エルヴィンのほうから頭を下げてきた。

「約束もせず、突然部屋に押し入って申し訳ない」

　だが、とエルヴィンは続けて、リリアベルに鋭い視線を向ける。

「卒業式の退場で、俺を無視しただろう。やはりもう俺のことが嫌いになったのか？」

「あれはですね、エルヴィン様を正視する勇気がなくてですね……」

「俺を見るのに勇気など要らんだろうが」

「要りますよ！」

「なにゆえだ、理由を言ってみろ」

　ごくりと唾を呑み込み、エルヴィンに向き直る。

　すう、と息を吸ってから、

「実は私、エルヴィン様のことが」

　と言ったところで待ったが掛けられた。

「駄目だ、それ以上は言うな」

「言えって言ったばかりじゃないですか」

「内容によるだろうが。おまえが言おうとしている言葉は、俺が先に言うべきものだったはずだ」

「私がエルヴィン様を好きだって言うのはいけないことだったんですか？」

「おま……ッ！　言うなと言ったばかりだろうが！」

「大声出さないでくださいよ……っ」

　今度はリリアベルが、しい、と指を立てる番だった。

「まったく。リリアベルと一緒にいると、こちらの調子が崩れっ放しで困る」

　エルヴィンはリリアベルの眼前で立てられていた指先を片手で取ると、そのまま柔らかく握り込む。

「あの日、おまえを傷つけてしまったことをずっと後悔していた。まずはそれについて謝罪させて欲しい。傷物呼ばわりは、いくらなんでも無礼だった。あの時俺はリリアベルに、言葉を尽くすべきだった」

　リリアベルは即座に頭を振った。

「私のほうこそエルヴィン様に謝らないと」

「おまえは何も悪くない。むしろ正しい。俺はおまえに罵られて当然の愚行をおかしてしまった。もし少しばかり言い訳を許してもらえるなら、俺はおまえに捨てられたくない一心だった。きっちり外堀を埋めてしまえば、おまえに逃げられないと本気で考えていたんだ」

「私がエルヴィン様を捨てるだなんて。絶対にありえませんよ」

「たとえおまえに捨てられなかったとしても、俺たちには身分差がある。俺のほうが無駄に高すぎるんだ」

　エルヴィンの言いたいことはわかる。

　いずれ国王となるエルヴィンに新参成金男爵令嬢はふさわしくない。

　お互いに想い合っていたとしても、周囲が許してくれないだろう。

　リリアベルとしても、エルヴィンの呪いが解けたら――シナリオ上のハッピーエンドを迎えた暁には、エルヴィンとは離れることになるのだろうと思っていた。

（まさかエルヴィン様が私に捨てられることを恐れていただなんて）

　本当に不器用な人だ。

　王家としてのケジメと称して、リリアベルの逃げ道を塞いでくるだなんて。冷静に考えれば、普通に馬鹿じゃないかとさえ思ってしまう。

「それでも、私の無理解がいけなかったんです。エルヴィン様は、私の立場を新しく築こうとしてくれていたんですよね」

　制服の下に隠れたネックレスをゆっくりと引き抜く。

　しゃらり、とブラックスターが優しい輝きを放った。

「――……一年前、俺を助けてくれた温かい手の持ち主がリリアベルだと知った瞬間、これは運命に違いないと、らしくもなく舞い上がってしまった。運命なんて口にする柄ではなかったはずなんだがな」

　ブラックスターを見やるエルヴィンの瞳には、どこか懐かしそうな色が宿っていた。

　あの時猫化したエルヴィンが、かつて王城で迷子になったリリアベルと鏡合わせになったかのように、低木に隠れていた光景を思い出しているのかもしれない。

　もちろんただの偶然だ。

　けれど、それが運命だと信じたくなるのは、胸を熱くする想いのせい。

「得体の知れない獣の姿を目にしても、おまえは全く動じなかった。手当てをしてあげるからと言って、躊躇なく抱き上げもしてくれた。どんな手を使ってもいいから、絶対にこの子を俺のものにしたいという欲望に抗えなかった。呪いなんて口実でしかない。どうしてもリリアベルが欲しかった」

　エルヴィンはリリアベルの指だけでなく、掌ごと包み込んだ。

「もうこの手を離さない。薄情者と罵った俺をどうか許して欲しい」

「あの時だって、私がいけなかったんです。ちょっと立ち止まって、チュッてすればいいだけだったのに」

「くそっ。可愛いことを言いやがって」

　なぜかエルヴィンが呻いているが、リリアベルには、どうしても言えない秘密がある。

　リリアベルに前世の記憶があることは、何があっても誰にも打ち明けるつもりはない。

（猫が愛でられる世界で生きていたことがあったから、エルヴィン様を抱っこできたんです、なんて言えないよね）

　我ながら姑息だが、ずっとエルヴィンを想ってきたのは本当なのだから、大目に見て欲しいところだ。

「じゃあ、仲直り、っていうことでいいんですよね？」

「もう一つだけ、謝罪させてくれ」

「まだ何かあったんですか？」

　コホン、とエルヴィンは改まったように咳払いをすると、

「おまえを初めて抱いた時、実は秘薬を使っていたんだ」

　と告げた。若干、視線をリリアベルから逸らし気味で。後ろめたそうにして。

「秘薬って、呪いを一時的に解呪させる秘薬のことですか？」

　ああ、と頷くエルヴィンは、やはり視線を逸らしている。

「あの秘薬には、鎮痛効果もあるんだ。塗ると痛み止めになる」

　塗る？　って、どこに？

　……決まっている。アソコだ、結合部だ。

「自制心に自信がなかったからな。優しくして欲しいと言われたから、使ってみたんだ。情けない男だと罵ってもらって構わん。案の定というか、やはり俺はおまえに狼藉をはたらいた。初めての女にあれはない」

　だが、と言ってエルヴィンは苦し紛れに訴える。

「秘薬には媚薬効果はなかったぞ。リリアベルが淫乱だったのは、俺のせいではない。しかし、すまなかったと今は反省している」

　謝罪したエルヴィンを前に、リリアベルは「あ」と声を上げかけた。

（じゃあ、強制力も存在しなかった、っていうこと……？）

　何かに急き立てられるように、情熱的にリリアベルを抱いたエルヴィンの行為には、強制力が及んでいるに違いないと思っていた。

　学園祭の時も、そう。

『獣の姿になれば、必ずおまえは助けてくれるだろうと、期待してしまった』

　とエルヴィンは言っていたが、強制力のせいではなく、獣化するのを覚悟でリリアベルを本心から待っていてくれたのだ。

（強制力なんかじゃなくて、私が好きすぎて焦っていただけだったの？）

　リリアベルは反対の手を伸ばし、エルヴィンのそれに重ねた。

　溢れる想いに、胸が痛い。嬉しすぎて、心がおかしくなってしまいそうだった。

「真相を知ったところで逃げられないぞ。もう絶対におまえを離さないからな。王族入りのための特別教育を受け始めてもらわねばならんが、必ず俺が支援する。リリアベルが辛い思いをしないよう、絶対に俺が守り抜くと誓う」

　リリアベルは胸元の漆黒色に視線を落としてから、自分を熱っぽく見つめる同じ色に向けて顔を上げた。

「私、エルヴィン様が……」

「だから待て。頼むから俺に言わせろ」

　リリアベルの唇を指先で封じ、エルヴィンが口を開く。

「おまえを愛している、リリアベル。初めて会ったあの日からずっと、俺にはおまえだけだ」






　――これがもしゲームだったら、






▼エルヴィンの求婚を受け入れますか？

　◇Ｙｅｓ

　◇Ｎｏ






　という選択肢が出ている場面だっただろう。

　けれどこれはゲームではない。

　これ以上ないほどに素晴らしいハッピーエンドだけれど、現実の話なのだ。

　だからリリアベルは選択肢を選ばない。

「私もエルヴィン様を愛しています……っ！」

　飛びつくようにして、リリアベルはエルヴィンに抱きついたのだった。
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　過日のことである。

「はあああああ!?　サ終とか、意味わかんないんですけどおっ!!」

　スマホを手にした若い女性が奇声を上げて、枕へと突っ伏した。

　ディスプレイに表示されたページには、

『カラフルシャイニング～ルミナリアの学徒に恋を～　サービス終了のお知らせ』

　と題された告知文章が並んでいる。

「めっちゃ課金したのに！　障害続きでも、お給料全額突っ込んだのに！」

　サービス開始二ヶ月目に入ったばかりなのに、これ。

「有給だって取ったのにぃ……ッ」

　文字通り、彼女は地団太を踏み鳴らす。

　サービス開始当日は、社畜のくせに生意気にも有給をもぎ取って、まさに全裸待機状態でログインしたのだ。

　生まれて初めての有給だった。

　おいそれと休めるような職場ではないのだ。

　親の急死で忌引きを取った同僚など散々にいびり倒され病んでしまったが、その通院にすら文句を言いまくる上司しか会社にはいなかった。

「自分が死んだら、やっと休暇がもらえるかもね～」

　なんて冗談で笑い合っていたものだったけれど、精神を病み切った同僚は自ら命を絶つ最悪の結末を選んでしまった。

　なんてことを、とか。

　どうして、とか。

　色んな感情が揺れ動くはずなのに、突然の訃報に接しても、何の感情も湧き上がってこなかった。

　そっか、死んじゃったんだ。

　やっと同僚も休めるのか……それなら良かった。

　などと、全然良くない出来事に対し、「良かった」なんて思ってしまった彼女も、すでに病み切っていたのかもしれない。

　社畜とは、実に恐ろしい病態である。

　何年もの間飼い慣らされ、家畜になり果てた彼女の楽しみといえば、乙女ゲームのみだった。

　大学時代から一人で暮らしてきたワンルームマンションの本棚には、所狭しと乙女ゲームのタイトルがずらりと並ぶ。

　ちなみに家族と呼べる人たちとは、交通事故が原因で、小学生だった頃に死に別れている。

　いわゆる天涯孤独の身の上だった彼女の目下の生きがいは、〝ルミナリアの学徒〟だけ。

「顔は滅茶苦茶ど真ん中だったんだけどなあ」

　溜息交じりに眺めたスマホには、【生徒会長　エルヴィン】と書かれたページが表示されている。

　見つめれば吸い込まれてしまいそうな、漆黒色の髪と瞳。すっと通った涼しげな鼻梁に、切れ長の双眸など、まさに彼女の萌えにドストライクだった。

　エルヴィンのサブキャッチコピーは、〝今夜は絶対、寝かせてやれんぞ？〟である。

　言われなくても寝てないし！　プロ社畜だからね！

　とケラケラ笑いつつ、

「この顔でドＳだったら最高だったのになあ」

　と溜息を吐いてしまった。

　サ終告知のページには、配信済だった三キャラの全ルートが完全解放されるとあったが、開発途中でも構わないから、エルヴィンルートをプレイしてみたかった。

　――あ、これヤバいやつだ。

　その彼女が酷い頭痛で倒れたのは、サ終翌日のことだった。

　享年、二十九歳。

　花の命にしても儚いものだったが、大好きな世界に転生できたリリアベルは本当に幸運だった。














（もうヌルゲーじゃないけど、まあいっか）

　暗く重い点が目立つ前世だったけれど、悪いことばかりではなかった。

　何よりも、楽観的な性格を前世のまま引き継げたのがラッキーだった。

　リアルに血反吐を吐いた社畜経験にしても、王太子妃候補としてキャリアを積んでいく過程で必ず生かせる。上司にいびり抜かれた凄惨な経験すら、腹芸が達者な者がうようよいる貴族社会で泳いでいくのに役に立つ。

　大好きな人と結婚すると決めたからには、強く楽しく逞しく生きねばならないのだ。

「――今夜は絶対、寝かせてやれんぞ？　って、破壊力すごいよね」

　エルヴィンの私室にて、広いベッドに組み伏せられていたリリアベルは首を傾げた。

　散々イかされた直後の無我の境地の中で、夢を見た気がしたのだが。

「ほう。聞き捨てならない言葉だな。夜まで抱き潰されたいだなんて、可愛いことを言ってくれる」

　まだ硬いままで蜜洞に残されていたエルヴィンの剛直が、ずんずんと律動を再開させた。

「あっ、あっ、いやあんっ」

　行き止まりの最奥を押し潰しかねない勢いで肉棒を押し込まれ、甲高い嬌声を上げる。

　リリアベルは上体を弓なりに反らし、どうにか快感を逃がそうとするが、エルヴィンに向かって胸を突き出す格好は自虐的なものでしかなかった。

「いい度胸だ。存分に可愛がってやるからな」

　じゅるりと水音を立てながら、エルヴィンの口内に乳首が吸いこまれていく。

　生温かい温度の口内で、弧を描くように桃色に色づいた先端を舐め回され、お腹の奥がきゅんと疼いてくる。

「こんなに尖らせて。いやらしい体だな」

「そんなふうにしか言えないエルヴィン様がいやらしいんですよ。――って、ちょっと……手加減してくださいってばあ！」

　エルヴィンは上体を上げると、リリアベルを膝上に抱き上げてしっかり固定してから、小刻みに小柄な体を揺さぶり始めた。
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「んんっ！　あ、ああ……ふあっ……んあ！」

「あまり大声で啼くな。夜まで声がもたんぞ」

「夜までなんて、無理ですってばぁ……――ふあっ、……ひあああっ！」

「おまえのような淫乱女など、さっさとイってしまえ」

　鬼畜な発言をしながら、エルヴィンが律動の速度を上げる。

　淫乱女なんて明らかに罵倒の言葉なのに、誉め言葉に聞こえてしまうリリアベルの耳はどうかしている。

（エルヴィンが好き。すごく愛してる）

　ふと窓の外を見れば、春風に吹かれて桜の花びらが舞い踊っていた。

　――モフモフを助けたあの日から、丸二年が経とうとしていた。

　リリアベルは学園を卒業したばかりである。

　大学校新入生になるリリアベルだが、これから本格的に、王太子妃候補としての教育を受ける手はずとなっている。

　ちなみにエルヴィンは、父王の政務復帰をサポートした一年間の休学を経て大学校に通い始めたため、この春をもってリリアベルと同級生ということになるのだが、リリアベルが初恋の人だったことに関する詳細は未だ教えてもらえないままだったりする。ただ、「おまえとは幼い頃に会ったことがあったな」とだけ聞いている。

　すでに何度か謁見を済ませている国王と王妃が、何かを悟ったようなニヤニヤ顔でエルヴィンを見つめている時があるのは、リリアベル本人にさえ初恋を打ち明けられずにいる息子を生ぬるく見守ろうと決めたからだろう。

　リリアベルとしては、いつかきっと自白してくれるだろうと楽しみにしているが、目下やるべきことが盛り沢山だ。

　卒業式での約束通り、エルヴィンはリリアベルを支援し、守り続けてくれているが、大学校への入学を機に独り立ちしなければと考えているところである。

（自分のルートは自分で切り開いていかないとね）

　リリアベルは、〝リリアベルルート〟を絶賛攻略中なのだ。

　窓の外に広がる青空には、どこからともなく現れた大きな虹が掛かっていた。

　まるで本来のエンディングのような美しい光景に、自然と涙が滲んでくる。

「どうして泣くんだ」

「いえ、これはどちらかというと嬉し涙というか」

「おまえの泣き顔はかなりいい。もっと泣かせてやりたくて仕方がない」

「あっ！　そういえばレオから手紙が来てたんですよ！」

　リリアベルと一緒に卒業したレオは、海の向こうにある大国に留学していった。

　科学が進んだ国らしいが、学園在学中に上梓した論文が認められ、国立研究所の上級研究員としても働くことになったと手紙にあった。

「まだ大学一年生なのに上級研究員だなんて、やっぱりレオはすごいですよね」

　ただ手紙の内容を伝えただけのつもりだったのだが、エルヴィンは面白くなかったらしい。ムッとした顔が返される。

「なるほど。他の男の話題を出して、俺に嫉妬させようという魂胆だな」

「エルヴィン様の嫉妬とか、怖すぎて要らないんですけど」

「遠慮するな。もう嫉妬してしまったからな」

「えーっと……足腰が立つ程度で許してくださいね」

　両脚をあけっぴろげにした格好で呟いてみる。

　とりあえず、夜までは、まだまだたっぷり時間が残されていた。

「愛している、リリアベル。死んでもおまえを離さないからな」

　ヤンデレ的セリフ、頂きましたー！

　なんて口には決して出さなかったリリアベルだが、まだ心のどこかで、乙女ゲーム的な世界を楽しんでいたりする。バグは二度とごめんだったけれども。
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